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◇人と地域が主体のまち�
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条

例

案

　

今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計
５
億

４
９
４
８
万
９
千
円
、
特
別
会
計
９
３

７
５
万
円
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

合
計
で
、
６
億
４
３
２
３
万
９
千
円
と

な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
財
産
収
入
４
億　

万
円
、
使

３０

用
料
及
び
手
数
料
７
０
９
３
万
４
千

円
、
市
債
５
５
１
０
万
円
と
な
っ
て
い

補補補補補補補補補補

正正正正正正正正正正

予予予予予予予予予予

算算算算算算算算算算

案案案案案案案案案案

補

正

予

算

案

ま
す
。
同
じ
く
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

土
木
費
２
億
４
１
１
４
万
円
、
民
生
費

１
億
４
０
９
８
万
１
千
円
、
総
務
費
１

億
１
７
１
０
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

補
正
後
は
、
一
般
会
計
１
１
４
０
億

７
９
１
６
万
２
千
円
、
特
別
会
計
（
企

業
会
計
含
む
）
１
０
２
９
億
９
８
７
７

万
３
千
円
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

合
計
で
２
１
７
０
億
７
７
９
３
万
５
千

円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
補
正
後
の
内
訳
は
歳
入

で
は
市
税
６
１
９
億
６
５
１
万
７
千
円

（
構
成
比　

・
３
％
）
、
国
庫
支
出
金

５４

１
３
０
億
７
５
９
万
６
千
円
（
同　

・
１１

４
％
）
、
市
債　

億
９
０
６
０
万
円

９４

（
同
８
・
３
％
）
、
都
支
出
金　

億
１

９４

０
９
０
万
４
千
円
（
同
８
・
３
％
）
、

地
方
消
費
税
交
付
金　

億
６
８
９
４
万

３９

５
千
円
（
同
３
・
５
％
）
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
３
８
６
億
６
１

８
６
万
２
千
円
（
構
成
比　

・
９

３３

％
）
、
土
木
費
１
５
６
億
９
４
０
４
万

３
千
円
（
同　

・
７
％
）
、
教
育
費
１

１３

５
３
億
５
５
５
４
万
９
千
円
（
同　

・
１３

５
％
）
、
公
債
費
１
３
７
億
７
８
７
２

万
３
千
円
（
同　

・
１
％
）
、
総
務
費

１２

１
３
０
億
８
６
５
９
万
４
千
円
（
同　
１１

・
４
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
（
１
万
円
未
満
は
切
り
捨
て
）
。

【
総
務
費
】

　

つ
く
し
野
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
工
事

費
（
７
６
８
０
万
円
）

【
民
生
費
】

　

仮
称
相
原
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
整
備
工
事
費
（
６
７
８
０
万

円
）

【
衛
生
費
】

　

塵
芥
収
集
車
購
入
費
（
２
１
２
０
万

円
）

【
土
木
費
】

　

放
置
自
転
車
等
移
送
料
改
定
周
知
業

務
委
託
料
（
５
９
４
万
円
）

【
教
育
費
】

中
央
図
書
館
図
書
購
入
費
（
１
０
８
７

万
円
）

○
２
０
０
４
年
３
月
に
答
申
が
行
わ
れ

目
的
を
達
成
し
た
た
め
に
条
例
を
廃
止

す
る
「
町
田
市
長
期
計
画
審
議
会
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
」

○
２
０
０
４
年
３
月
に
答
申
が
行
わ
れ

目
的
を
達
成
し
た
た
め
に
条
例
を
廃
止

す
る
「
町
田
市
庁
舎
問
題
検
討
委
員
会

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」

○
長
期
計
画
審
議
会
及
び
庁
舎
問
題
検

討
委
員
会
が
６
月
議
会
で
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
条
例
中
規
定
さ
れ
て
い

る
二
つ
の
審
議
会
を
削
除
す
る
「
町
田

市
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

○
占
用
料
を
免
除
す
る
組
織
の
名
称
変

更
及
び
占
用
料
の
改
正
を
行
う
「
町
田

市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

○
占
用
料
の
改
正
を
行
う
「
町
田
市
特

定
公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

○
開
発
行
為
等
の
宅
地
開
発
事
業
に
つ

い
て
、
整
備
す
べ
き
公
共
公
益
施
設
等

の
基
準
や
手
続
き
を
定
め
る
と
と
も

に
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可

基
準
等
を
定
め
る
「
町
田
市
宅
地
開
発

事
業
に
関
す
る
条
例
」

○
小
山
町
の
一
部
が
小
山
ヶ
丘
に
町
名

変
更
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
小
山
ヶ

丘
小
学
校
の
位
置
を
変
更
す
る
「
町
田

市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な

ど
で
す
。

　

梅
雨
を
迎
え
、
長
雨
や
集
中
豪
雨

の
増
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
時
期
は
、
雨
に
よ
り
地
盤
が
ゆ
る

ん
だ
り
、
崖
や
よ
う
壁
な
ど
が
崩
れ

て
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

家
の
周
囲
の
安
全
を
確
か

め
、
危
な
い
石
積
み
や
土

留
め
は
補
強
し
、
雨
水
の

排
水
を
よ
く
す
る
な
ど
、
安
全
対
策

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

既
に
関
係
機
関
か
ら
よ
う
壁
の
改

善
等
の
勧
告
を
受
け
て
い
る
方
は
必

ず
補
強
、
改
良
な
ど
の
工
事
を
行
っ

て
下
さ
い
。

　

な
お
、
よ
う
壁
な
ど
を
築
造
す
る

と
き
は
事
前
の
許
可
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、

崖
崩
れ
防
止
等
に
関
し

て
、
勧
告
、
改
善
命
令
を

受
け
て
い
る
方
を
対
象

に
、
工
事
資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い

ま
す
。

□問
 

開
発
指
導
課
11
７
０
９
・
０
５
６

９

　

本
年
４
月
に
文
部
科
学
省
主
催
の

「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
、
「
ま
ち
だ
語
り
手
の
会
」
が

読
書
活
動
優
秀
実
践
団
体
と
し
て
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
、
５
月　

日
そ

２５

の
報
告
に
寺
田
市
長
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

「
ま
ち
だ
語
り
手
の
会
」
は
会
員
約

　

人
、
図
書
館
や
学
校
、
地
域
で
子
ど

７０も
た
ち
に
お
話
し
を
語
り
聞
か
せ
る
活

動
を　

年
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

２０

地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
市
教
育
委

員
会
の
推
薦
を
受
け
て
今
回
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

　

代
表
の
増
山
正
子
さ
ん
は
「
子
ど
も

が
読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
る
の
に
は
、

ま
ず
お
話
を
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
る
の

が
大
切
。
言
葉
を
心
地
よ
い
も
の
だ
と

感
じ
、
言
葉
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
物
語
を
楽
し
む
力
が
、
活
字
を

読
む
読
書
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
」

と
語
り
、
寺
田
市
長
は
「
図
書
館
や
文

学
館
を
通
じ
て
、
行
政
と
し
て
も
読
書

環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

道
路
は
市
民
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
都
市
基
盤
の
ひ
と
つ
で
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高

く
、
毎
年
多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

道
路
に
面
し
た
宅
地
等
の
生
け
垣
や

庭
木
の
枝
が
道
路
に
せ
り
出
し
て
い

る
と
言
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
枝
の
せ
り
出
し
は
、

歩
行
者
や
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
道
路
標
識
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
を
見
に
く
く
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
危
険
で
す
。
特

に
、
雨
の
日
は
歩
行
者
が
傘
を
差
す
た

め
、
狭
い
道
路
で
は
通
行
し
に
く
く
な

る
上
、
視
界
も
狭
く
な
り
、
交
通
事
故

を
誘
発
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　

樹
木
は
、
梅
雨
に
多
量
の
雨
が
降

り
、
気
温
が
上
昇
す
る
と
急
激
に
成
長

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道
路
沿
い
に

生
け
垣
や
庭
木
が
あ
る
場
合
に
は
、
早

め
に
剪
定
し
て
、
通
行
の
妨
げ
や
危
険

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

　

町
田
市
消
防
団
で
は
、
５
月　

日
１６

早
朝
に
、
東
海
地
震
等
の
大
災
害
に

備
え
、
町
田
消
防
署
の
協
力
の
も

と
、
震
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
に
町
田
市
で
震
度
５
強

の
地
震
が
起
こ
り
、
市
内
に
災
害
が

発
生
し
た
と
の
想
定
に
基
づ
き
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
に
設
置
さ
れ
た
消
防
団
本

部
か
ら
全
消
防
団
員
に
参
集
命
令
が

伝
達
さ
れ
、
市
内
の
火
災
発
生
場
所

に
出
動
し
ま
し
た
。
団
員
に
対
し
て

は
あ
ら
か
じ
め
日
時
は
知
ら
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
０
４
人
の

団
員
が
徒
歩
等
で
参
集
し
、
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
で
は
各
地
域
で
活
躍
す

る
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７

　平成１６年第２回市議会定例会が６月７
日に開会されました。今議会には平成１６
年度予算など１２議案が提案されました。
　議案等の内訳は補正予算２件、条例７
件、契約２件、協定１件となっていま
す。会期は今月２８日までです。

　　

私
は
、
平
成
元
年　

月
よ
り
平
成
２
年
２
月
ま
で
の
３
か
月
間
、
国
民
年

１２

金
に
未
加
入
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
が
初
め
て
市
長
選
挙
に
臨
む
べ

く
、
助
役
を
退
任
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
私
の
不
注
意
で
あ
り
、
市
民

の
皆
様
に
お
詫
び
し
ま
す
。

お
詫
び

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会がががががががががががががががががががががががががが開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会６月議会が開会
会期は２８日まで

補正予算な補正予算など１２議ど１２議案を審議案を審議

長
雨
や
集
中
豪
雨
の
季
節
で
す�

家
の
ま
わ
り
の
再
点
検
を�

　

市
長　

寺
田
和
雄

市役所に参集した消防団員

会の代表　増山正子さん（左から３人目）
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□□問問清掃工場 清掃工場
11７９７・２７２２７９７・２７２２

ダイオキシン類ダイオキシン類
調査結果調査結果

　
　

　平成１４年１０月の国土交通省の通達により、事業の整
備効果向上を図るため、下記に示す４項目について再
点検を行い「下水道事業効率化・重点化計画」を策定
するものです。

　役 割 分 担　
　これから汚水処理施設を整備する地区について、
経済的な整備手法を検討し、各汚水処理施設（下水
道事業、合併浄化槽）の役割分担を再点検しまし
た。

　コスト管理　
　限られた予算の中で下水道事業の整備効果を上げ
るために、コスト縮減の再点検を行いました。

　時 間 管 理　
　下水道施設を効率良く整備し、早期に整備効果が
あらわれるように時間管理の再点検を行いました。

　整 備 効 果　
　上記３つを総合的に検討し、下水道事業の整備効
果を再度合理的に検討しました。

○点検結果
　現在公共下水道未整備の小野路町・相原町・小山
町（各一部）について、建設費・維持管理費・整備
期間・整備効果を公共下水道事業と合併処理浄化槽
設置事業で比較検討を行った結果、いずれの地区で
も公共下水道事業を進める方が効率的であるとの結
果を得ました。

　

市
で
は
、
昭
和　

年
鶴
川
団
地
の
開

３９

発
に
伴
い
、
下
水
道
事
業
に
着
手
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
生
活

環
境
の
向
上
や
河
川
の
水
質
保
全
を
図

る
た
め
、
効
率
的
か
つ
計
画
的
に
公
共

下
水
道
の
整
備
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。

　

２
０
０
３
年
度
末
で
は
、
市
域
面
積

の
約　

・
３
％
（
面
積
普
及
率
）
、
総

５５

人
口
の
約　

・
９
％
（
人
口
普
及
率
）

８１

で
公
共
下
水
道
の
利
用
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
（
＝
左
図
参
照
）
。

　

こ
の
度
、
左
下
表
に
示
す
「
下
水
道

事
業
の
整
備
効
果
向
上
を
図
る
た
め
の

事
業
の
再
点
検
（
４
つ
の
点
検
）
」
の

結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
の
事
業
方
針
を

以
下
の
と
お
り
定
め
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

場
十
字
路
」
ま
で
の
区
域
を
認
可
取
得

し
、
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
整
備
の
進
捗
状
況
及
び
４

つ
の
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、
昨
年
度
末

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
ま
で
（
２
９
１
・

９
５
�
）
認
可
区
域
の
拡
大
を
行
い
、

「
小
山
町
・
相
原
町
」
へ
の
整
備
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
常
盤
の
交
差
点

ま
で
完
成
し
て
い
る
鶴
川
幹
線
の
延
伸

工
事
が
始
ま
り
、
併
せ
て
各
戸
へ
接
続

す
る
枝
線
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ヘ　

ク

タ
ー
ル

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下下
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』

〜
水
洗
化
１
０
０
％
を
目
指
し
て
〜

□問
 

下
水
道
総
務
課
11
７
２
０
・
１
８
１
１

・
開
削
工
法
で
あ
っ
て
も
本
管
の
曲
線

設
置
を
導
入
し
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
数
を

減
ら
し
て
い
ま
す
。

・
本
管
埋
設
の
際
に
埋
め
戻
し
に
現
場

の
発
生
土
を
再
利
用
し
、
残
土
処
分
費

を
軽
減
し
て
い
ま
す
。

・
一
件
の
工
事
発
注
規
模
を
大
き
く
し

て
、
工
事
諸
経
費
の
節
減
を
図
っ
て
い

ま
す
。

・
水
道
や
ガ
ス
等
、
他
事
業
で
の
道
路

掘
削
を
伴
う
工
事
が
あ
る
場
合
、
積
極

的
に
調
整
を
図
り
、
工
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
現
在
、
市
内
で

１６

３１

公
共
下
水
道
が
未
整
備
の
区
域
に
お
け

る
汚
水
処
理
は
、
く
み
取
り
が
約　
１０

％
、
単
独
処
理
浄
化
槽
が
約　

％
、
合

２５

併
処
理
浄
化
槽
が
約　

％
と
な
っ
て
い

６５

ま
す
（
清
掃
補
助
券
交
付
件
数
よ
り
）。

　

し
か
し
、
く
み
取
り
や
単
独
処
理
浄

化
槽
に
よ
る
処
理
方
式
で
は
、
生
活
雑

排
水
が
未
処
理
の
ま
ま
直
接
水
路
や
河

川
を
通
り
、
東
京
湾
へ
流
れ
込
む
た
め

深
刻
な
水
質
汚
濁
の
原
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
水
質
保
全
を
図
る

た
め
、
下
水
道
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
未
整
備
区
域
（
市
街
化
調
整
区

域
、
Ｊ
Ｒ
横
浜
線
以
西
）
で
の
水
洗
化

を
推
進
す
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
に
対
し
て
補
助
金
の
交
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
適
切
な
維
持
管
理

を
推
進
す
る
た
め
に
清
掃
経
費
の
一
部

を
市
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

６，３００ｍ幹線整備延長

１９，３００人整 備 人 口

４２０ヘクタール整 備 面 積

２５，９２５百万円事 業 費

１０５．４万円／人整 備 単 価

※コストは管きょとポンプ場の
合計。

Ｊ
Ｒ
横
浜
線
相
原
駅
ま
で
事
業
認
可
の

区
域
を
拡
大

　

「
事
業
認
可
」
と
は
、
公
共
下
水
道

事
業
を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
法
的
手

続
き
で
あ
り
、
平
成
６
年
に
「
小
山
馬

コ
ス
ト
縮
減
方
策

・
道
路
改
良
事
業
等
、
他
事
業
と
の
連

携
に
よ
り
下
水
道
工
事
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

・
３
か
年
分
の
工
事
実
施
計
画
を
策
定

し
、
下
水
道
総
務
課
に
お
い
て
整
備
範

囲
や
工
事
時
期
な
ど
の
情
報
提
供
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

・
当
該
年
度
に
実
施
予
定
の
公
共
下
水

道
整
備
区
域
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
処
理
場
に
関
し
て
は
、
「
東
京

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
方
策

周
知
内
容
と
周
知
方
法

認
可
区
域
外
の
生
活
排
水
に
つ
い
て

　

町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
の

焼
却
炉
及
び
近
隣
環
境
に
お
け
る
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
の
、
平
成　

年
度
に
実
施

１５

し
た
大
気
そ
の
他
の
調
査
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

大
気
調
査
に
つ
い
て
は
表
１
の
６
か

所
で
測
定
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
す
る

空
気
の
採
取
は
、
１
週
間
連
続
の
方
法

で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
土
壌
に
つ
い

て
は
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
よ
そ
１
㎞
の
場
所
と
し
て
、
表
２
の

地
点
で
測
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

水
質
、
焼
却
炉
の
排
ガ
ス
等
に
つ
い
て

表
３
〜
４
に
示
し
た
地
点
で
測
定
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

大
気
や
土
壌
に
つ
い
て
は
環
境
基
準

値
以
下
で
し
た
。

　

ま
た
、
排
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
運
転

中
の
す
べ
て
の
焼
却
炉
に
つ
い
て
、
排

ガ
ス
の
基
準
で
あ
る
１
�
（
排
ガ
ス
１

立
方
㍍
あ
た
り
。
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は　

億
１０

分
の
１
グ
ラ
ム
）
を
下
回
る
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
清
掃
工
場
の
排
水
と
埋
立

地
の
浸
出
水
を
処
理
し
て
い
る
排
水
浄

化
セ
ン
タ
ー
の
処
理
水
も
排
水
基
準
値

以
下
で
し
た
。

ナ　

ノ

グ
ラ
ム

○
調
査
方
法

○
調
査
結
果

表１　環境大気測定結果 表２　土壌測定結果
（単位：pg-TEQ/g）

表３　排ガス等測定結果

（単位： pg-TEQ／m3）

表４　水質等測定結果

公共下水道事業認可区域

凡　例�

行政界�

事業認可区域（処理区界）�

鶴川幹線（延伸）�

今回事業認可拡大区域�

既事業認可区域�

１９８５�１９８６�１９８７�１９８８�１９８９�１９９０�１９９１�１９９２�１９９３�１９９４�１９９５�１９９６�１９９７�１９９８�１９９９�２０００�２００１�２００２�２００３�年度�

人口普及率と面積普及率�％�

０�

２０�

４０�

６０�

８０�

１００�

人口普及率�
面積普及率�

排水基準値：１０２００４
２/９

２００３
８/２２

採取日
採取場所 環境基準値：１

１０．０３００．０３０モ ニ タ リ ン グ 井 戸 水
１００．０００４７０．０７３処 理 水
１０．０３００．０３０埋 立 地 南 側 井 戸

７．０原 水 （ 処 理 前 ）
０．４５埋立地浸出水（池辺）
６６工 場 排 水 （ 処 理 前 ）
０．０９３埋立地浸出水（峠谷）
０．０６８脱 水 汚 泥

環境基準値
測　定　結　果採取日

採取場所 平均’０４/２/
３～１０

’０３/１１/
１４～２１

’０３/８/
２２～２９

’０３/６/
２０～２７

０．６

０．０５１０．０３８０．０８５０．０４７０．０３５少 年 野 球 場
０．０５６０．０５００．０７６０．０４９０．０４８大 賀 ぐ う し 館
０．０５９０．０５１０．０８３０．０４２（下段は二重測定）
０．０５９０．０３００．１１０．０５６０．０４１小 山 田 中 学 校
０．０５６０．０４４０．０８１０．０６１０．０３８小 山 田 小 学 校
０．０５３０．０４１０．０７９０．０４２０．０４８埋 立 地 北 側
０．０５１０．０３８０．０８３０．０４６０．０３７埋 立 地 南 側

土壌
環境基準値

測定結果採取日

採取場所 ’０４/２/９

１０００

９．９南東　　約１㎞
２５南南西　約１㎞
３．３西　　　約１㎞
０．０７９北北西　約１㎞

湾
流
域
別
下
水
道
整
備
総
合
計
画
」
で

見
直
し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
放
流
水
質

に
関
す
る
水
質
基
準
を
達
成
す
る
た
め

に
、
「
町
田
下
水
処
理
場
」
「
鶴
見
川

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
高
度
処
理
施

設
を
導
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

飛　灰排ガス排出基準値排ガス
採取日

ng-TEQ/gng-TEQ/m3Ｎng-TEQ/m3N
０．４８

１

０．１６’０３/９/５２号炉
４．２０．２２’０３/９/４３号炉
５．８０．１６’０３/７/１５４号炉
３．５’０３/７/１５固化灰
１．５０．０９６’０３/１１/２６２号炉
０．８８０．１５’０３/１１/２６３号炉
１４０．３１’０３/１２/１９４号炉

次
期
長
期
計
画
期
間
中
の
整
備

方
針（
平
成　

年
〜　

年
）

１５

１９

下
水
道
事
業
の

効
率
化
・
重
点
化
計
画

・
鶴
川
幹
線
を
延
伸
し
、
相
原
・
小
山

町
方
面
へ
の
汚
水
枝
線
整
備
を
優
先
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
町
田
処
理
区
内
に
点
在
す
る
未
整
備

箇
所
の
早
期
対
策
を
図
り
ま
す
。



２００４．６．１１ （３）

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

現
在
飲
ん
で
い
る
薬
の
効
果
や
副
作

用
に
つ
い
て
日
頃
気
に
な
っ
て
い
る

方
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
い
で
下
さ

い
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

６
月　

日
（
木
）
午
後
１
時

１７

　

分
〜
３
時
（
受
付
）

１５○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
１
階
検
診
室

※
薬
剤
師
の
ほ
か
保
健
師
・
栄
養
士
の

薬

の

相

談

会

薬
剤
師
に
よ
る

乳

が

ん

検

診

【
第
２
回
追
加
募
集
】

○
対
象　
　

〜　

歳
の
偶
数
歳
と
な

４０

７０

る
、
４
〜
８
月
生
ま
れ
の
女
性

○
期
日　

７
月　

日
（
水
）
〜　

日

２８

３０

（
金
）
、
８
月
２
日
（
月
）
〜　

日
１０

（
火
）

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容　

問
診
、
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
（
乳
房
Ｘ
線
撮
影
）

○
定
員　

各
日　

〜　

人
程
度
（
抽

４０

５０

選
）

○
費
用　

２
８
０
０
円

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）

に
「
乳
が
ん
検
診
申
し
込
み
」
と
書

き
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
生
年
月
日

・
電
話
番
号
・
希
望
日
（
第
３
希
望
ま

で
）
を
明
記
し
、
６
月　

日
ま
で
（
消

１８

印
有
効
）
に
健
康
課
へ
。

※
当
落
及
び
受
診
案
内
に
つ
い
て
は
当

選
日　

日
前
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。　

１０

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
に
な
り
ま
す
。

○
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

○
○老
 

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

【
次
の
方
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
】　
　

　

①
乳
房
に
関
す
る
疾
病
で
経
過
観
察

中
、
治
療
中
、
手
術
後
の
方
②
豊
胸
手

術
を
受
け
て
い
る
方
③
現
在
授
乳
中
、

妊
娠
中
（
可
能
性
も
含
む
）
の
方
④
既

に
何
ら
か
の
自
覚
症
状
が
あ
る
方

成
人
歯
科
健
康
診
査

　

市
内
の
中
小
企
業
者
ま
た
は
、

市
内
で
新
た
に
事
業
を
始
め
る
中

小
企
業
者
が
事
業
資
金
を
調
達
す

る
た
め
、
市
と
取
扱
金
融
機
関
と

の
提
携
及
び
信
用
保
証
機
関
の
協

力
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

取
り
扱
い
は
次
の
金
融
機
関
の

町
田
市
内
に
あ
る
支
店
で
行
っ
て

い
ま
す
。

○
取
扱
金
融
機
関　

八
千
代
・
横

浜
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
東
京

都
民
・
り
そ
な
・
東
日
本
の
各
銀

行
、
城
南
・
横
浜
の
各
信
用
金

庫
、
町
田
市
農
業
協
同
組
合

※
金
融
機
関
、
信
用
保
証
機
関
の

審
査
に
よ
り
、
融
資
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

□問
 

経
済
振
興
課
11
７
２
４
・
２
１

２
９

町町町町町町町町町町町町町町 田田田田田田田田田田田田田田 市市市市市市市市市市市市市市町 田 市
中中中中中中中中中中中中中中 小小小小小小小小小小小小小小 企企企企企企企企企企企企企企 業業業業業業業業業業業業業業中 小 企 業
融融融融融融融融融融融融融融 資資資資資資資資資資資資資資 制制制制制制制制制制制制制制 度度度度度度度度度度度度度度融 資 制 度

※バリアフリー化整備資金、環境改善整備資金及び緊急資金は他の資金と重複して申し込みができます。融資資格確認書を発行しますので、事前にご相談下さい。
※この制度は、信用保証機関（東京信用保証協会）の保証が必要です。また、信用保証機関の指示により上表のほかに保証人を要することもあります。
※信用保証料の約１／２を５万円を限度（バリアフリー化整備資金及び環境改善整備資金は全額）として融資時に補助します。また利子については（　）内の利率
による額を年２回に分け補助します。

町 田 市 中 小 企 業 融 資 制 度 概 要
保証人融資期間・返済方法融資利率融資限度額融資の種類

法人は代表者
個人の連帯保
証が必要

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済
年利２．２％（１．５％）

１，０００万円

運 転 資 金
７年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済設 備 資 金

７年以内（１２か月の据置期間を含む）割賦返済
年利１．８％（１．８％）

バリアフリー化整備資金
環 境 改 善 整 備 資 金

年利２．０％（１．５％）
開 業 資 金

５年以内（６か月の据置期間を含む）割賦返済　５００万円
緊 急 資 金

年利２．２％（１．５％）小 規 模 企 業 特 別 資 金

ご利用下さい

【
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
】

　

結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
で
も
東
京
都
で
、
毎
年
約
４

０
０
０
人
の
患
者
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

固
有
の
自
覚
症
状
が
少
な
く
自
分
で

気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
早
期

発
見
の
た
め
年
に
一
度
、
結
核
健
康
診

断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
左
表
の
日
程
で

行
い
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　
　

歳
以
上
の
方

１６

※
学
生
、
事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る

方
で
他
で
受
診
す
る
機
会
の
あ
る
方
、

妊
娠
し
て
い
る
方
及
び
妊
娠
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

○
持
ち
物　

健
康
手
帳
（
お
持
ち
で
な

い
方
に
は
当
日
会
場
で
お
渡
し
し
ま

す
）結核健康診断日程表

会　場期　日

鶴川市民センター

７月１４日
（水）

小山市民センター
（午前のみ）

堺市民センター
（午後のみ）

健康福祉会館７月１５日
（木）

成瀬センター７月２１日
（水）

健康福祉会館７月２６日
（月）

※時間はいずれも午前１０時～１１時
　３０分、午後１時３０分～３時で
　す。ただし、小山市民センター
　は午前のみ、堺市民センターは
　午後２時～３時です。

結
核
健
康
診
断

　

右
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
対
象　

接
種
日
現
在
、
生
後
３
か
月

ツベルクリン反応検査・ＢＣＧ予防接種日程表
時間はいずれも午前１０時～１１時３０分、午後１時３０分～３時です。
ただし、小山市民センターは午前のみ、堺市民センターは午後２時～３時です。

会　場判定・ＢＣＧツベルクリン

健康福祉会館
７月１５日（木）７月１３日（火）

南市民センター

鶴川市民センター

７月１６日（金）７月１４日（水） 小山市民センター（午前のみ）

堺市民センター（午後のみ）

健康福祉会館
７月２２日（木）７月２０日（火）

木曽山崎センター

成瀬センター
７月２３日（金）７月２１日（水）

リサイクル文化センター

健康福祉会館７月２８日（水）７月２６日（月）
※７月１３日（火）・１５日（木）の健康福祉会館は原町田・森野・中町・
　旭町・玉川学園・南大谷・高ヶ坂在住のお子さんが対象です。
※７月２０日（火）・２２日（木）の健康福祉会館は原町田・森野・中町・
　旭町・玉川学園・南大谷・高ヶ坂以外に在住のお子さんが対象です。

以
上
４
歳
未
満
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
お
子
さ
ん

○
接
種
方
法　

①
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
＝
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
を
し
て
か

ら
２
日
後
に
判
定
②
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
＝

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
判
定
の

結
果
、
陰
性
の
場
合
は
そ
の
場
で
接

種○
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
質
問
票

（
当
日
の
会
場
に
も
あ
り
ま
す
）

【
次
の
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
】

〈
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
〉

　

①　

・
５
度
以
上
の
熱
が
あ
る
②
重

３７

篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
③
ま

ん
延
性
の
皮
膚
病
に
か
か
っ
て
い
る
④

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
に
お
い
て
水

ほ
う
、
え
死
等
の
非
常
に
強
い
反
応
を

示
し
た
こ
と
が
あ
る
⑤
副
じ
ん
皮
質
ホ

ル
モ
ン
剤
を
使
用
し
て
い
る
⑥
そ
の
他

予
防
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適
当
な
状

態
に
あ
る

〈
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
〉

　

①
前
項
①
〜
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
②
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ

る
成
分
で
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
（
激

し
い
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）
を
起
こ
し
た

こ
と
が
あ
る
③
結
核
そ
の
他
の
疾
病
の

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ

予
防
接
種
、
外
傷
等
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド

が
認
め
ら
れ
る
④
ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
、

お
た
ふ
く
か
ぜ
、
風
し
ん
、
水
ぼ
う
そ

う
の
予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
４
週
間

を
経
過
し
て
い
な
い
⑤
三
種
（
二
種
）

混
合
、
破
傷
風
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
を
受
け
て
１
週

間
を
経
過
し
て
い
な
い

※
医
師
の
判
断
で
接
種
を
見
合
わ
せ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

予
防
接
種

【
ト
イ
レ
で
わ
か
る
あ
な
た
の
健
康
】

健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

　

女
性
に
多
く
み
ら
れ
る
、
く
し
ゃ
み

な
ど
に
よ
る
尿
も
れ
や
我
慢
で
き
ず
に

漏
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
尿
失
禁
と
、
男

性
の
前
立
腺
が
ん
な
ど
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

６
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

２５

　

分
〜
３
時　

分
（
午
後
１
時　

分
か

３０

３０

１５

ら
受
付
）

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館
４
階

○
内
容　

町
田
市
医
師
会
・
医
師
に
よ

健
康
教
育
講
座

る
講
話
（
約　

分
）
、
保
健
師
に
よ
る

６０

講
話
（
約　

分
）

３０
健
康
課
11
７
２
５
・
５
１
７
８

○
対
象　

高
脂
血
症
が
気
に
な
る
方

○
日
時　

６
月　

日
（
火
）
午
後
１
時

２９

　

分
〜
４
時
（
１
時　

分
か
ら
受
付
）

３０

１０

○
会
場　

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師　

高
脂
血
症
は
ど
ん
な

病
気
か
＝
保
健
師
、
食
生
活
の
注
意
点

に
つ
い
て
＝
栄
養
士
、
試
食
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

○
申
し
込
み　

電
話
で
健
康
課
へ
。

　

歯
の
健
康
の
保
持
を
目
的
と
し
て
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
対
象　

健
診
日
に　

〜　

歳
の
町
田

４０

６５

市
民
（
１
年
に
１
回
受
け
ら
れ
ま
す
）

○
内
容　

問
診
、
歯
周
疾
患
等
の
診

査
、
予
防
指
導

○
費
用　

４
０
０
円

○
申
し
込
み　

協
力
歯
科
医
院
に
直
接

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参

下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
で
渡
さ
れ
る
受
診
票
で
当

日
負
担
・
非
負
担
の
届
け
出
を
し
て
下

さ
い
。

　

こ
の
検
診
は
町
田
市
医
師
会
の
協
力

で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

○
対
象　

町
田
市
民
で
勤
務
先
等
で
健

診
の
機
会
の
な
い
、
基
本
健
康
診
査
は

　

歳
以
上
の
方
、
子
宮
が
ん
検
診
は　

１８

３０

歳
以
上
の
女
性
の
方

○
受
診
期
間　

原
則
と
し
て
誕
生
月
と

そ
の
翌
月
（
年
度
内
１
回
の
み
）

○
受
診
方
法　

健
康
手
帳
（
お
持
ち
で

な
い
方
に
は
病
・
医
院
で
交
付
し
ま

す
）
、
保
険
証
等
を
お
持
ち
に
な
り
、

病
・
医
院
の
一
般
診
療
時
間
内
に
受
診

し
て
下
さ
い
。

※
健
康
課
に
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
検
診
日
時
が
決
め
ら
れ
て
い
る
病
・

医
院
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

○
会
場　

町
田
市
医
師
会
加
入
の
実
施

病
・
医
院
（
必
要
な
方
に
は
病
・
医
院

の
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す
。
健
康
課
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。
な
お
、
一
覧
表
は

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
）

※
町
田
市
民
病
院
は
、
一
次
検
診
の
実

施
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
基
本
健
康
診
査
】

○
検
診
内
容　

必
須
検
査
（
す
べ
て
の

方
に
実
施
）
＝
①
問
診
②
理
学
的
診
察

③
血
圧
測
定
④
尿
定
性
検
査
⑤
血
液
検

査
（
正
確
な
検
査
数
値
を
出
す
た
め
に

空
腹
時
に
お
受
け
下
さ
い
）
▽
選
択
診

査
（
医
師
の
判
断
で
選
択
的
に
実
施
）

＝
①
心
電
図
検
査
②
眼
底
検
査
③
血
糖

検
査
④
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
▽
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
（　

歳
以
上
の
方
）

４０

※
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
は
受
診
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

※　

歳
以
上
の
寝
た
き
り
の
方
は
医
師

４０
が
訪
問
し
て
診
査
し
ま
す
。
か
か
り
つ

け
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。

○
費
用　

無
料
（
た
だ
し
、
定
め
ら
れ

た
検
査
以
外
の
検
査
、
治
療
及
び
投
薬

に
要
す
る
費
用
は
自
己
負
担
）

【
子
宮
が
ん
検
診
】

○
検
診
内
容　

問
診
、
視
診
、
内
診
、

検
体
採
取
検
査
（
体
部
に
つ
い
て
は
医

師
が
必
要
と
認
め
た
方
の
み
）

※
子
宮
筋
腫
等
で
子
宮
手
術
を
受
け
た

方
は
、
細
胞
が
採
取
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
医
師
と
相
談
の
う

え
、
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。

○
費
用　

頸
部
の
み
＝
１
０
０
０
円
、

頸
部
＋
体
部
＝
２
０
０
０
円

○
支
払
方
法　

受
診
す
る
際
に
病
・
医

院
に
現
金
で
お
支
払
い
下
さ
い
。

【
非
負
担
者
に
つ
い
て
】

　

次
の
方
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方

○
○老
 

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方

○
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
方

※
病
・
医
院
の
窓
口
で
渡
さ
れ
る
受
診

票
で
、
負
担
・
非
負
担
の
届
け
出
を
し

て
下
さ
い
。

基
本
健
康
診
査

子
宮
が
ん
検
診

高
脂
血
症
予
防

栄

養

講

習

会

相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
ご

利
用
下
さ
い
。



（４） ２００４．６．１１

市
税
の
納
付
は
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
な

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
翻
訳

・
通
訳
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
募
集
言
語　

翻
訳
＝
中
国
語
・
韓
国

語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・

タ
ガ
ロ
グ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ

語
・
タ
イ
語
・
英
語
（
若
干
名
）
▽
通

訳
＝
タ
ガ
ロ
グ
語
・
韓
国
語
・
ス
ペ
イ

ン
語

※
町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に

登
録
（
年
会
費
２
０
０
０
円
）
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

□問
 

（
財
）
町
田
市
文
化
・
国
際
交
流
財

団　

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
11
７
２

２
・
４
２
６
０

　

ノ
イ
バ
ラ
の
名
前
の
由
来
は
、
野

の
茨
（
イ
バ
ラ
）
で
イ
バ
ラ
と
は
と

げ
の
あ
る
低
木
の
総
称
名
だ
。

　

町
田
市
内
で
は
、
こ
の
仲
間
に
、

テ
リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ
、
フ
ジ
イ
バ
ラ
が

自
生
す
る
。
ど
の
種
類
の
花
も
、
枝

先
に
円
錐
花
序
に
多
数
の
蕾
を
つ

け
、
二
セ
ン
チ
程
の
白
花
を
咲
か
せ

る
。
な
か
に
は
淡
い
ピ
ン
ク
の
花
弁

を
持
つ
も
の
も
あ
る
。
開
い
た
ば
か

り
の
花
び
ら
は
中
央
の
黄
色
い
花
粉

袋
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、
清
ら
か

な
香
り
は
清
楚
さ
を
い
っ
そ
う
引
き

立
て
る
。

　

晩
秋
に
は
、
果
実
が
、
赤
く
色
づ

く
。
日
を
受
け
て
ル
ビ
ー
や
ガ
ー
ネ

ッ
ト
の
宝
石
に
も
似
た
輝
き
に
出
会

う
と
、
至
福
の
時
を
与
え
て
く
れ

る
。
こ
の
赤
い
実
は
、
ガ
ク
の
筒
の

部
分
が
肥
大
化
し
て
実
に
な
っ
た
も

の
で
、
果
肉
を
割
る
と
中
に
多
数
の

本
当
の
果
実
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の

様
に
子
房
以
外
が
肥
大
化
し
た
も
の

を
偽
果
と
い
い
、
リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
の

果
実
も
同
じ
で
あ
る
。

　

株
は
園
芸
種
の
接
木
の
台
木
や
パ

イ
プ
の
原
木
に
も
使
わ
れ
た
。

　

ノ
イ
バ
ラ
は
日
当
た
り
を
好
み
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
植
物
で
あ
っ
た
が
、

護
岸
工
事
や
宅
地
造
成
で
、
め
っ
き

り
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

（
南
大
谷
・
長
島
靖
彦
）

　

旧
暦
五
月
、
新
緑
滴
る
六
月
前
後

の
情
景
を
詠
っ
た
も
の
だ
。
こ
の
季

節
は
比
較
的
咲
く
花
が
少
な
い
時
期

だ
が
、
川
っ
ぷ
ち
の
よ
く
日
の
あ
た

る
所
で
、
ウ
ツ
ギ
や
ヤ
ブ
デ
マ
リ
、

ノ
イ
バ
ラ
な
ど
の
白
い
花
に
よ
く
出

会
う
。

　

中
で
も
、
ノ
イ
バ
ラ
の
花
は
や
さ

し
い
香
り
が
し
て
、
私
の
好
き
な
花

町
田
市
街
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

登

録

者

　

「
町
田
市
住
み
よ
い
街
づ
く
り
条

例
」
に
基
づ
き
、
街
づ
く
り
に
主
体
的

に
取
り
組
む
市
民
の
団
体
に
対
し
て
、

情
報
の
提
供
、
相
談
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
な
ど
を
行
い
、
街
づ
く
り
活
動
の

支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

街
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
街

づ
く
り
条
例
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

い
た
街
づ
く
り
に
関
す
る
専
門
知
識
及

び
経
験
を
有
す
る
方
を
あ
ら
か
じ
め
登

録
者
名
簿
に
登
載
し
公
表
し
て
、
街
づ

く
り
活
動
を
進
め
る
団
体
等
に
対
し

て
、
必
要
に
応
じ
て
派
遣
し
、
協
働
の

街
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
制
度
で

す
。

　

登
録
は
、
個
人
と
法
人
の
別
が
あ

り
、
登
録
要
件
が
あ
り
ま
す
。
登
録
申

請
の
受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
を
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

□問
 

都
市
計
画
課
11
７
０
９
・
０
５
６
４

市
立
保
育
園

臨

時

保

育

士

○
資
格　

①
保
育
課
程
の
短
大
、
専
門

学
校
の
２
年
生
以
上
②
保
育
課
程
を
専

攻
し
て
い
る
大
学
生
で
３
年
生
以
上
③

保
育
士
資
格
が
あ
る－

の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

○
期
間　

７
月　

日
〜
８
月　

日

２１

３１

※
土
・
日
曜
日
を
除
く　

日
間
。

３０

○
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

○
勤
務
場
所　

各
市
立
保
育
園
（
わ
か

ば
・
森
野
三
丁
目
保
育
園
を
除
く
）

○
勤
務
内
容　

保
育
の
補
助

○
人
員　

各
園
１
人
（
計
７
人
）

○
応
募　

履
歴
書
を
本
人
が
お
持
ち
に

な
り
、
６
月　

日
ま
で
に
直
接
子
育
て

２５

支
援
課
（
市
役
所
本
庁
舎
地
下
、
11
７

２
４
・
２
１
３
８
）
へ
。

※
有
資
格
者
は
「
保
育
士
証
又
は
保
育

士
資
格
証
明
書
」
の
写
し
を
添
付
し
て

下
さ
い
。

町
田
ご
み
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
４

実

行

委

員

　

今
年
も
「
町
田
ご
み
フ
ェ
ス
タ
２
０

０
４
」
の
開
催
に
向
け
て
、
実
行
委
員

（
市
民
・
学
生
・
団
体
）
を
募
集
し
ま

す
。
実
行
委
員
会
は
６
月　

日
（
火
）

２９

午
後
１
時　

分
か
ら
、
す
み
れ
会
館
で

３０

行
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
市
内
で
ご
み
減
量
、

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
し
て
い
る
市
民
・

団
体
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
活
動
の
紹

介
・
展
示
、
リ
サ
イ
ク
ル
商
品
の
販

売
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
を
行
い
ま

す
。

○
申
し
込
み　

電
話
で
ご
み
減
量
課

（
11
７
９
７
・ 
０
５
３
０ 
）
へ
。

ご

み

ゼ

ロ

町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審
議

会

専

門

部

会

　

町
田
市
子
ど
も
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
審

議
会
第
三
専
門
部
会
を
開
催
し
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
会
議
当
日

の
午
後
５
時
ま
で
に
子
ど
も
総
務
課

（
11
７
２
４
・
２
８
７
６
）
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

○
日
時　

６
月　

日
（
木
）
午
後
６
時

２４

〜
８
時

○
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会

議
室
（
大
）

○
内
容　

子
ど
も
の
よ
り
よ
い
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て

○
定
員　

５
人
（
申
し
込
み
順
）

障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

お
配
り
し
て
い
ま
す

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
窓

口
案
内
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
、

２
０
０
４
年
度
版
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
、
お
配
り
し
て
い
ま

す
。
テ
ー
プ
版
・
点
字
版
も
あ
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
障
が
い
福
祉
課

へ
。

□問
 

障
が
い
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１
４

８
、
6
７
２
４
・
１
１
９
１

町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー

業
務
を
開
始
し
ま
し
た

　

６
月
７
日
か
ら
、
町
田
市
教
育
セ
ン

タ
ー
の
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
部
指
導
課
教
育
セ
ン
タ
ー

係
相
談
部
門
と
小
学
校
適
応
指
導
教
室

は
改
修
し
た
旧
忠
生
四
小
校
舎
に
移
転

し
、
新
た
に
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
事

業
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

開
所
式
は
７
月
９
日
に
実
施
し
ま

す
。

□問
 

指
導
課
教
育
セ
ン
タ
ー
係
11
７
９
３

・
２
４
８
１

戦
没
者
等
の
妻
・
戦
没
者
の
父
母
等
に

対
す
る特

別

給

付

金

　

「
戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
」
第
二
十
二
回
い
号
（
２
０
０
万

円
）
及
び
「
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す

る
特
別
給
付
金
」
第
二
十
一
回
い
号

（
１
０
０
万
円
）
の
請
求
を
受
け
付
け

ま
す
。

　

「
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特
別

給
付
金
」
の
対
象
と
な
る
の
は
、
戦
没

者
の
父
母
・
祖
父
母
（
養
父
母
・
養
祖

父
母
等
）
で
す
。
戦
没
者
の
子
・
兄
弟

姉
妹
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◇

　

期
限
は
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
で

１８

３１

す
。

　

ま
だ
、
請
求
手
続
き
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
福
祉
総
務
課
で
手
続
き
を
し

て
下
さ
い
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７

市
税
徴
収
嘱
託
員
が

お
伺
い
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
税
の
未
納
者
に
対
し
６

月
１
日
か
ら　

月
末
ま
で
の
間
、
徴
収

１１

嘱
託
員
に
よ
る
訪
問
徴
収
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
徴
収
嘱
託
員
は
、
「
町
田
市

市
税
徴
収
嘱
託
員
証
」
を
携
帯
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
不
審
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

納
税
課
11
７
２
４
・
２
１
２
２

老
人
医
療
費
助
成

（
○福
 

医
療
証
）
制
度

　

東
京
都
で
は
、
昭
和　

年
６
月　

日

１２

３０

以
前
に
生
ま
れ
た　

歳
ま
で
の
健
康
保

６９

険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
本
人
の
所

得
が
基
準
額
（
＝
右
下
表
）
以
下
の
方

を
対
象
に
医
療
費
の
助
成
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
○福
 

医

療
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
社
会
保
険
本
人
（
政
府
管

掌
・
組
合
・
共
済
）
の
方
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

都
内
の
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
る

時
に
健
康
保
険
証
と
○福
 

医
療
証
を
提
示

す
る
と
、
保
健
診
療
分
の
窓
口
で
の
支

払
い
が
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割
分

に
な
り
ま
す
（
保
険
外
は
全
額
自
己
負

担
で
す
）
。

　

な
お
、
所
得
・
年
齢
が
該
当
す
る
方

に
は
、
ご
案
内
の
通
知
を
し
ま
す
。

　

交
付
申
請
手
続
き
に
は
、
健
康
保
険

証
・
認
印
が
必
要
で
す
。

※
２
０
０
４
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入

し
た
方
は
、
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登

録
地
の
市
区
町
村
か
ら
所
得
証
明
書
を

お
取
り
寄
せ
下
さ
い
。

【
す
で
に
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
】

　

引
き
続
き
老
人
医
療
費
助
成
が
受
け

ら
れ
る
方
に
は
、
７
月
１
日
か
ら
お
使

い
い
た
だ
く
新
し
い
医
療
証
を
、
６
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
（
申
請
は
不
要
で

す
）
。
ま
た
、
所
得
が
基
準
額
を
超
え

る
な
ど
で
受
給
資
格
の
な
く
な
る
方
に

は
、
資
格
消
滅
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
医
療
証

は
お
早
め
に
高
齢
者
医
療
課
（
11
７
２

４
・
２
１
４
４
）
ま
た
は
、
南
・
な
る

せ
駅
前
・
鶴
川
・
忠
生
・
堺
・
小
山
の

各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
下
さ
い
。

　

な
お
、
昭
和　

年
７
月
１
日
以
降
に

１２

生
ま
れ
た
方
に
は
老
人
医
療
費
助
成
制

度
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
○福
 

限
度
額
適
用
認
定
証
】

○
対
象　

○福
 

受
給
者
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
方

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
（
平
成　

年
６

１６

月　

日
ま
で
は
平
成　

年
度
、
平
成　

３０

１５

１６

年
７
月
１
日
か
ら
平
成　

年
６
月　

日

１７

３０

ま
で
は
平
成　

年
度
の
当
該
世
帯
員
の

１６

課
税
状
況
を
み
ま
す
）
に
属
す
る
方
が

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
外
来
の
患
者
負
担
額
の
上
限
が
医

療
機
関
ご
と
に
月
８
０
０
０
円
に
、
入

院
の
患
者
負
担
額
の
上
限
が
医
療
機
関

ご
と
に
月
２
万
４
６
０
０
円
に
な
り
ま

す
。

　

認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
さ
れ
た
月
か
ら
対
象
に
な
り

東
京
都
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

○
対
象　

保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で

原
則
と
し
て
実
務
経
験
５
年
以
上
の
方

○
期
日　
　

月　

日
（
日
）

１０

２４

○
申
し
込
み　

６
月　

日
か
ら
高
齢
者

１４

福
祉
課
（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
ま
た
は

健
康
福
祉
会
館
分
館
）
で
願
書
を
配
布

し
ま
す
。
７
月
５
日
〜　

日
（
消
印
有

３１

効
）
に
郵
送
で
（
財
）
東
京
都
高
齢
者

研
究
・
福
祉
振
興
財
団
へ
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
１
・
０
９
１

２

ま
す
。

　

申
請
方
法
等
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
高
齢
者
医
療
課
（
11
７
２
４
・

２
１
４
４
）
へ
。

環
境
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実

施

し

ま

す

　

市
で
は
、
２
０
０
２
年
３
月
に
、
環

境
施
策
の
目
標
や
方
向
性
と
、
市
民
や

事
業
者
の
方
々
が
環
境
に
や
さ
し
い
生

活
や
事
業
活
動
を
行
う
た
め
の
指
針
を

示
し
た
「
町
田
市
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
２
０
０
２
年

度
か
ら
町
田
市
環
境
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
基
づ
い
た
施
策
の
進
み
具
合
や
目
標

の
達
成
状
況
な
ど
を
点
検
・
評
価
し
た

「
町
田
市
環
境
白
書
」
を
発
行
し
、
広

く
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
白
書
２
０
０
４
の
作
成
に
あ
た

っ
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
環
境

施
策
に
対
す
る
評
価
や
気
に
な
る
環
境

問
題
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
点
検

・
評
価
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
在
住
の
方
６
０
０
人

を
対
象
に
「
環
境
に
関
す
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
が
送
付
さ
れ
た
方
は
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
 

環
境
保
全
課
11
７
２
４
・
２
７
１
１

○福 医療証の本人所得基準額
（平成１７年６月３０日までの基準）

基準額（平成１６年６月３０日
までは平成１４年中、平成１６
年７月１日からは平成１５年
中の所得になります）

扶養親族
等の数

２，５７２，０００円０人
３，０５２，０００円１人
３，４３２，０００円２人
３，８１２，０００円３人

（
そ
の　

）
２５７

ノ

イ

バ

ラ　

〜
す
が
す
が
し
い
清
楚
な
香
り
〜

の
一
つ
だ
。
こ
の
植
物
は
、
バ
ラ
科

を
代
表
す
る
植
物
で
あ
る
。
バ
ラ
科

に
は
種
類
が
多
く
、
サ
ク
ラ
や
ウ

メ
、
モ
モ
、
リ
ン
ゴ
、
ア
ン
ズ
な

ど
、
身
近
な
も
の
も
多
い
。

　

バ
ラ
と
い
え
ば
、
八
重
咲
き
の
豪

華
な
園
芸
種
に
人
気
が
集
ま
る
が
、

そ
の
原
種
の
野
生
の
バ
ラ
も
な
か
な

か
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
。

　

バ
ラ
科
の
特
徴
は
花
び
ら
が
五
枚

で
あ
る
が
、
お
し
べ
が
た
く
さ
ん
あ

り
、
こ
の
お
し
べ
が
弁
化
し
て
、
八

重
咲
き
の
品
種
と
な
る
。

　

白
き
花
あ
れ
ば
水
あ
り
五
月
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
な
女
）

ノイバラ（H１６．５．２２本町田にて撮影）



　

口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い
。

２００４．６．１１ （５）

□問
 

納
税
課
11
７
２
４
・
２
１
２
０

浸
水
ゼ
ロ
・
安
全
・
快
適
！
下
水
道

浸
水
対
策
強
化
月
間

【
平
成　

年
６
月
１
日
〜　

日
】

１６

３０

　

町
田
市
と
東
京
都
下
水
道
局
で
は
、

浸
水
に
対
す
る
安
全
性
を
高
め
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
街
を
実
現
す
る
た
め

に
、
下
水
道
施
設
の
適
切
な
運
転
、
維

持
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
浸
水
対

策
事
業
を
重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
雨
期
に
向
か
う
６
月
を

「
浸
水
対
策
強
化
月
間
」
と
定
め
、
都

民
や
関
係
機
関
の
方
々
と
連
携
し
て

「
下
水
道
施
設
の
安
全
性
の
確
保
」
、

「
防
災
意
識
の
向
上
」
な
ど
を
図
り
、

浸
水
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
す
。

□問
 

下
水
道
部
下
水
道
総
務
課
11
７
２
０

・
１
８
１
９

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
児
童
育
成
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方

現

況

届

け

を

し

て

下

さ

い

　

現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

現
況
届
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、

６
月
か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

【
期
日
・
提
出
方
法
】

　

対
象
の
方
に
は
す
で
に
現
況
届
の

用
紙
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
６
月　

日
ま
で

３０

（
必
着
）
に
子
ど
も
総
務
課
へ
（
郵
送

可
）
。

※
各
市
民
セ
ン
タ
ー
等
で
の
出
張
受
付

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ

い
。

【
添
付
書
類
】

①
受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保
険
証

（
写
し
）
…
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を

受
け
て
い
る
方
で
、
国
民
年
金
以
外
の

年
金
に
加
入
し
て
い
る
場
合

②
受
給
者
（
保
護
者
）
の
平
成　

年
度

１６

（
平
成　

年
中
）
の
所
得
証
明
書
…
各

１５

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
で
平
成　

年
１６

１
月
２
日
以
降
町
田
市
へ
転
入
さ
れ
た

方
は
、
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
の
住

１６

民
登
録
地
の
区
市
町
村
か
ら
お
取
り
寄

せ
下
さ
い
。

※
平
成　

年
１
月
１
日
以
前
か
ら
町
田

１６

市
に
在
住
し
て
い
る
方
は
、
所
得
証
明

書
の
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

９図
師
町
・
常
盤
町
・
上
小
山
田
町
・
下

小
山
田
町
の
各
一
部

公
共
下
水
道
が

利
用
で
き
ま
す

　

６
月　

日
（
水
）
か
ら
、
図
師
町
・

２３

常
盤
町
・
上
小
山
田
町
・
下
小
山
田
町

の
各
一
部
で
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
利
用
が
で
き
る
区
域
に
建
物

を
所
有
し
て
い
る
方
に
は
、
切
り
替
え

工
事
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
指
定
工
事
店

名
簿
を
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
利
用
開
始
に
伴
い
、

図
面
等
を
ご
覧
（
縦
覧
）
い
た
だ
け
ま

す
。

○
縦
覧
期
間　

６
月　

日
（
月
）
〜　

１４

２２

日
（
火
）
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

○
縦
覧
場
所　

下
水
道
部
業
務
課
（
成

瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

【
切
り
替
え
工
事
に
つ
い
て
】

　

く
み
取
り
便
所
（
し
尿
浄
化
槽
を
含

む
）
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事

は
、
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
下
さ

い
。
な
お
、
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ

い
。

【
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工
事
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
】

　

く
み
取
り
便
所
の
家
庭
は
３
年
以
内

に
、
浄
化
槽
使
用
の
家
庭
は
遅
滞
な
く

（
１
年
以
内
に
）
公
共
下
水
道
へ
の
切

り
替
え
工
事
を
し
て
下
さ
い
。

【
工
事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
】

　

市
の
指
定
工
事
店
と
偽
り
、
下
水
道

利
用
（
予
定
）
区
域
内
で
、
宅
地
内
に

お
け
る
公
共
下
水
道
へ
の
切
り
替
え
工

事
（
浄
化
槽
か
ら
の
切
り
替
え
工
事
を

含
む
）
を
勧
誘
す
る
業
者
が
い
る
よ
う

で
す
。
市
で
は
一
定
の
水
準
を
有
す
る

技
術
者
が
専
属
し
、
市
長
が
指
定
を
し

た
工
事
店
で
な
い
と
公
共
下
水
道
へ
の

切
り
替
え
工
事
が
で
き
な
い
指
定
工
事

店
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
工
事
を
申

し
込
む
際
に
は
、
必
ず
指
定
工
事
店
か

ど
う
か
確
認
し
て
契
約
す
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

□問
 

下
水
道
部
業
務
課
11
７
２
０
・
１
８

３
３

国
際
版
画
美
術
館

　

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
施
設
に
遊
び
に

【
版
で
遊
ぼ
う
！
　

第
３
回
銅
版
画
一

日
教
室－

エ
ッ
チ
ン
グ－

】

　

銅
版
画
の
代
表
的
な
技
法
の
ひ
と

つ
、
エ
ッ
チ
ン
グ
の
初
歩
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

７
月　

日
（
火
）
午
後
１
時

１３

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
内
容　
　

㎝
×
９
㎝
の
銅
版
を
使
っ

１２

た
単
色
作
品
の
制
作

【
版
で
遊
ぼ
う
！
　

第
４
回
銅
版
画
一

日
教
室－

メ
ゾ
チ
ン
ト－

】

　

銅
版
画
の
技
法
の
ひ
と
つ
、
メ
ゾ
チ

ン
ト
で
制
作
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

７
月　

日
（
水
）
午
後
１
時

１４

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

○
内
容　
　

㎝
×
７
・
５
㎝
の
メ
ゾ
チ

１２

ン
ト
プ
レ
ー
ト
（
既
製
品
）
を
使
っ
た

単
色
作
品
の
制
作

◇

○
会
場　

同
館
版
画
工
房

○
講
師　

同
館
学
芸
員

○
定
員　
　

人
１５

○
費
用　

１
２
０
０
円

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
面

に
講
座
名
（
第
○
回
）
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
（
講
座
の
内
容

及
び
進
行
に
必
要
。
記
入
は
任
意
）
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、
両
講
座
と
も
６

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ク
ラ
ブ

来
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

保
護
者
同
伴
の
乳
幼
児

○
期
日　

鶴
川
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
鶴

川
三
小
内
）
、
森
野
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

（
町
田
四
小
内
）
＝
６
月　

日
、
本
町

１７

田
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
（
本
町
田
小
内
）

＝　

日
１８

○
時
間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

　

☆
お
た
の
し
み
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
午

前　

時
か
ら
で
す
。
午
後
０
時　

分
ま

１１

４５

で
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
し
て
場
所
を
提

供
し
ま
す
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

鶴
川
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
11
７
３
４
・

０
４
２
９
、
森
野
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
11

７
２
６
・
２
４
４
８
、
本
町
田
学
童
保

育
ク
ラ
ブ
11
７
２
２
・
０
８
１
５
、
児

童
青
少
年
課
11
７
２
４
・
２
１
８
２

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
国
際
版
画
美

２１
術
館
普
及
係
（
〒　

－

０
０
１
３
、
原

１９４

町
田
４－

　

－

１
、
11
７
２
６
・
２
８

２８

８
９
）
へ
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
市
内
在
住
の

方
及
び
同
館
の
講
座
受
講
経
験
の
無
い

方
を
優
先
の
う
え
抽
選
し
ま
す
。

※
一
通
の
ハ
ガ
キ
で
複
数
の
講
座
・
人

数
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
や
こ
で
あ
・
そ
・
ぼ
っ

【
小
野
路
は
み
ど
り
の
タ
イ
ム
ト
ン
ネ

ル
！
み
ん
な
で
楽
し
く
ハ
イ
キ
ン
グ
】

　

自
然
の
中
で
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
や
ゲ

ー
ム
を
し
な
が
ら
楽
し
い
１
日
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
！

○
対
象　

市
内
在
住
の
年
長
児
（
４
月

に
１
年
生
に
な
る
お
子
さ
ん
）
〜
小
学

３
年
生
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
必
ず

親
子
で
参
加
し
て
下
さ
い
）

※
対
象
以
外
の
お
子
さ
ん
の
同
伴
は
ご

遠
慮
下
さ
い
。

○
日
時　

６
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２７

１０

〜
午
後
３
時

○
集
合　

野
津
田
競
技
場

○
定
員　

親
子
あ
わ
せ
て　

人
（
抽

５０

選
）

○
費
用　

３
０
０
円
（
材
料
費
・
保
険

料
等
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
（
１
組
１

枚
）
に
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
お
子
さ

ん
の
学
年
・
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
６
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
児
童

１８

青
少
年
課
（
〒　

－

０
０
２
２
、
森
野

１９４

１－

　

－

　

、
11
７
２
４
・
２
１
８

３３

１０

２
）
へ
。

か
し
の
木
山
自
然
公
園

自

然

講

座

【
き
の
こ
を
学
ぶ
】

○
日
時　

６
月　

日
２０

（
日
）
午
前　

時
〜

１０

午
後
０
時　

分
（
雨

３０

天
実
施
）

○
集
合
場
所　

同
公
園
「
森
の
家
」

○
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
お
持
ち
の
方

は
ル
ー
ペ

○
講
師　

神
奈
川
キ
ノ
コ
の
会
会
長
・

城
川
四
郎
氏

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□問
 

か
し
の
木
山
自
然
公
園
「
森
の
家
」

11
７
２
４
・
１
６
６
０

　

古
典
落
語
の
本
格
的
エ
ー
ス
と
し
て

活
躍
中
で
す
。

９
月
７
日
（
火
）

午
後
６
時　

分
開
演

３０

３
５
０
０
円

（
税
込
・
全
席
指
定
）

※
６
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
か
ら
入
場
い

た
だ
け
ま
す
。

【
６
月　

日
午
前
８
時

１５

　

分
か
ら
電
話
予
約
受

３０付
開
始
】

　

入
場
希
望
の
方
は
電

話
で
町
田
市
民
ホ
ー
ル

（
11
７
２
８
・
４
３
０

０
）
へ
。

※
初
日
は
電
話
の
み
の

受
付
で
す
。

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

　

男
性
と
女
性
が
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
市
民
の
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
こ
の
機
会

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
週
間
と
し

て
特
別
講
演
会
・
映
画
会
を
実
施
し
ま

す
。
詳
細
は
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
11
７
２
３
・
２
９
０
８
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

※
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
は
「
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
の
公
布
・
施

行
日
で
あ
る
平
成　

年
６
月　

日
を
踏

１１

２３

ま
え
た
も
の
で
す
。

【
女
性
の
た
め
の
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
「
あ
な
た
の
再
就
職
応
援
し
ま
す
�

自
分
に
あ
っ
た
働
き
方
、
見
つ
け
ま
せ

ん
か
」
】

！

　

再
就
職
を
考
え
て
い
る
み
な
さ
ん
の

た
め
に
、
再
就
職
に
向
け
て
の
プ
ラ
ン

づ
く
り
の
講
演
会
や
、
自
己
診
断
（
適

職
発
見
）
、
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

※
会
場
で
の
仕
事
の
紹
介
は
し
ま
せ

ん
。

○
日
時　

７
月
７
日
（
水
）
午
前　

時
１０

〜
午
後
４
時

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

用
紙
は
自
由
、
パ
ソ
コ
ン
作
成
原
稿

可
）
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
別
紙
に
明
記
し
、

６
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
直
接
ま
た

２１

は
郵
送
で
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
〒　

－

０
０
１
３
、
原
町
田
４－

９

１９４

－

８
、
11
７
２
３
・
２
９
０
８
）
へ
。

※
論
文
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
ま
ち
だ
男
女
平
等
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
実
行
委
員
募
集
」
】

　

２
０
０
５
年
２
月
初
旬
に
開
催
予
定

の
男
女
平
等
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
市

民
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
、
運
営
し
、

講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
ネ
ル

展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て
運

営
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
実
行
委
員

（
市
民
・
団
体
）
を
募
集
し
ま
す
。

○
日
時　

６
月　

日
（
火
）
午
後
６
時

２９

　

分
か
ら
（
以
後
毎
月
１
回
程
度
開

３０催
）

○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
申
し
込
み　

６
月　

日
ま
で
に
電
話

２３

で
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２

３
・
２
９
０
８
）
へ
。

◇

※
保
育
（
１
歳
６
か
月
〜
就
学
前
）
を

ご
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
の
際
に
お

申
し
出
下
さ
い
。

６
月　

日
〜　

日

２３

２９

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４８

○
申
し
込
み　

６
月　

日
午
前
９
時
か

１１

ら
電
話
で
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
11
７
２
３
・
２
９
０
８
）
ま
た
は
経

済
振
興
課
（
11
７
２
４
・
２
１
２
８
）

へ
。

【
第
２
期
男
女
平
等
参
画
協
議
会
市
民

公
募
委
員
の
募
集
】

　

市
で
は
、
男
女
平
等
参
画
社
会
の
形

成
を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
等
に
つ
い

て
協
議
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
学
識

経
験
者
、
関
係
団
体
選
出
委
員
、
市
民

公
募
委
員
で
構
成
す
る
「
男
女
平
等
参

画
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
今

回
、
第
２
期
の
市
民
公
募
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

○
資
格　

男
女
平
等
の
視
点
と
認
識
を

持
っ
て
お
り
、
男
女
平
等
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
意
欲
的
で
あ
る
、
市
内

在
住
で
、
市
の
ほ
か
の
審
議
会
等
に
就

任
し
て
い
な
い
、
６
月
１
日
現
在　

歳
７５

未
満
の
方

○
任
期　

２
０
０
６
年
３
月　

日
３１

○
内
容　

年
４
回
程
度
、
約
２
時
間
の

定
例
会
（
謝
礼
あ
り
）

○
人
員　

３
人
（
書
類
選
考
）

○
応
募　

「
男
女
平
等
参
画
社
会
の
実

現
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
名
に
含
ま

ず
、
８
０
０
字
以
内
（　

字
×　

字
、

２０

２０

講　　師講演・内容時　間

（財）２１世紀職業財団「オリエンテーション」１０：００～
１０：３０

講演会 （株）日立情報システムズ
Webプロデューサー

西田良枝氏

「あなたの再就職応援しま
す！自分にあった働き方、
見つけませんか」

１０：３０～
１２：３０

（財）２１世紀職業財団
東京都労働相談情報センター
町田公共職業安定所

再就職準備相談
労働問題全般相談
ハローワークに関する相談

１２：３０～
１６：００相談会

（財）２１世紀職業財団ワークシートを使っての
自己チェック

１４：００～
１５：００自己診断

女性のための再就職支援セミナー



（６） ２００４．６．１１

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

親
子
陶
芸
工
房

の
方
、
ま
た
は　

歳
以
上
の
夫
婦
・

６０

兄
弟
・
同
居
人
等
で
構
成
さ
れ
る
高

齢
者
世
帯

□問
 

高
齢
者
福
祉
課
11
７
２
４
・
２
１

４
０

　

市
で
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と

し
て
地
震
等
の
災
害
に
お
け
る
高
齢

者
の
安
全
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

自
宅
の
家
具
等
に
金
具
等
を
付
け
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
者

に
は
金
具
代
の
み
負
担

し
て
い
た
だ
き
、
取
付

代
金
は
市
が
負
担
し
ま

す
。
取
付
は
委
託
業
者

の
専
門
の
大
工
が
行
い

ま
す
。

○
対
象　
　

歳
以
上
の

６５

高
齢
者
で
１
人
暮
ら
し

約6割の部屋で�
家具が転倒、散�
乱する�

地�

震�

じ�

し
ん�

【
自
分
だ
け
の
作
品
を
大
地
沢
で
作
ろ

う
�
】

　

お
皿
や
カ
ッ
プ
、
器
な
ど
自
由
に
作

品
を
作
り
ま
す
。

○
対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
子
ど
も

と
そ
の
親

○
日
時　

①
７
月　

日
（
日
）
、
②　

１８

１９

日
（
祝
）
各
日
午
前　

時
〜
午
後
３

１０

時
、
③
８
月
１
日
（
日
）
午
前　

時
〜

１０

午
後
１
時

○
会
場　

大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

４０

○
費
用　

大
人
（
高
校
生
を
除
く　

歳
１８

以
上
）
２
０
０
０
円
、
子
ど
も
１
０
０

０
円

○
申
し
込
み　

６
月　

日
午
前
９
時
か

１２

ら
電
話
で
大
地
沢
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
11
７
８
２
・
３
８
０
０
）
へ
。

※
送
迎
バ
ス
を
、
各
日
午
前
９
時　

分
３０

に
堺
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
①
②
は
午

後
３
時
、
③
は
午
後
１
時
に
大
地
沢
青

少
年
セ
ン
タ
ー
か
ら
運
行
し
ま
す
。

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

【
２
０
０
４
年
度
自
主
男
女
共
生
学
級

開
級
記
念
講
演
会
〜
一
緒
に
学
び
ま
せ

ん
か
？
】

　

６
月
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
学

び
合
う
場
、
自
主
男
女
共
生
学
級
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
左
表
の
日
程
で
開

級
記
念
講
演
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

○
申
し
込
み　

直
接
ま
た
は
電
話
で
ま

ち
だ
中
央
公
民
館
（
11
７
２
８
・
０
０

７
１
）
へ
。

開級記念講演会日程表

講　師テーマ日　時

一橋大学名誉教授
杉原泰雄氏

憲法・社会教育・法
女性学

７月１日（木）
午前１０時

～正午

東京女学館大学助教授
加藤千恵氏

学校、家庭における
ジェンダー

７月２日（金）
午前１０時

～正午

東洋大学文学部教授
矢口悦子氏

公民館でジェンダー
を学ぶ～コミュニケ
ーションを中心に

７月１０日（土）
午前１０時

～正午

募
集
し
ま
す

明

る

い

選

挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
「
明
る
い

選
挙
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ポ
ス
タ
ー
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
資
格　

小
・
中
学
生
及
び
高
校
生

○
画
材　

自
由
（
紙
や
布
な
ど
、
絵
の

具
材
料
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
）

○
大
き
さ　

画
用
紙
の
四
つ
切
り
（
５

４
２
㎜
×
３
８
２
㎜
）
、
八
つ
切
り

（
３
８
２
㎜
×
２
７
１
㎜
）
、
も
し
く

は
そ
れ
に
準
ず
る
大
き
さ

※
作
品
の
裏
右
下
に
、
必
ず
都
道
府
県

名
・
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

○
応
募　

９
月　

日
ま
で
に
選
挙
管
理

１０

委
員
会
事
務
局
（
森
野
分
庁
舎
２
階
、

11
７
２
４
・
２
１
６
８
）
へ
お
持
ち
下

さ
い
。

※
入
選
作
品
は
啓
発
紙
等
に
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

テ

ス

ト

教

室

【
塩
分
テ
ス
ト
と
手
打
ち
う
ど
ん
】

　

牛
乳
で
う
ど
ん
を
打
ち
、
う
ど
ん
つ

ゆ
の
塩
分
を
調
べ
ま
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

方○
日
時　

６
月　

日
（
火
）
午
前　

時

２９

１０

　

分
〜
午
後
１
時

３０○
会
場　

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

２４

○
講
師　

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
技
術
教
育

研
究
会
・
柴
田
恵
氏

○
費
用　

２
０
０
円
（
材
料
費
）

○
申
し
込
み　

６
月　

日
午
前
９
時
か

１１

ら
電
話
で
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
11
７

２
５
・
８
８
０
５
）
へ
。

※
託
児
（
２
歳
以
上
、
人
数
に
限
り
有

り
）
を
希
望
の
方
は
申
し
込
み
の
際
に

町
田
発
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
祭
２
０
０

４
夢
広
場

参
加
団
体
、
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

「
平
和
と
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
、
夢

広
場
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
・
出
演
を
希
望
す

る
団
体
と
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
前　

時

１１

１３

１０

〜
午
後
４
時

○
会
場　

ぽ
っ
ぽ
町
田

○
内
容　

各
国
料
理
や
民
芸
品
の
販

売
、
民
俗
芸
能
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
ほ
か

○
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

町
田
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
11
７
２
２

・
４
２
６
０
、
6
７
２
２
・
５
３
３

０
）
へ
。
後
日
申
込
書
を
送
り
ま
す
。

町
田
市
太
陽
と
緑
の
ま
つ
り（
農
業
祭
）

写

真

・

絵

画

コ

ン

ク

ー

ル

　
　

月　

日
に
野
津
田
公
園
で
行
わ
れ

１１

２８

る
太
陽
と
緑
の
ま
つ
り
で
展
示
発
表
す

る
写
真
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
応
募
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

○
テ
ー
マ　

町
田
市
内
の
農
業
（
農
作

業
の
様
子
、
田
・
畑
・
畜
舎
の
風
景
、

農
作
業
者
の
姿
、
農
村
の
暮
ら
し
、
農

村
風
景
、
農
村
の
伝
統
行
事
な
ど
）

【
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
】

○
形
式　

四
つ
切
り
（
ワ
イ
ド
を
含

む
）
の
カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒
プ
リ
ン
ト

（
未
発
表
の
も
の
）
１
人
５
作
品
ま
で

○
応
募　

写
真
の
裏
に
必
要
事
項
を
記

入
し
た
応
募
票
を
添
付
し
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
農
業
振
興
課
（
〒　

－

０
０

１９４

２
２
、
森
野
１－

　

－

　

、
森
野
分
庁

３３

１０

舎
内
、
11
７
２
４
・
２
１
６
６
）
へ
。

※
応
募
票
は
農
業
振
興
課
で
配
布
す
る

ほ
か
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
応
募
作
品
は
原
則
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
人
物
が
被
写
体
の
場
合
は
、
本
人
の

承
諾
を
得
て
応
募
し
て
下
さ
い
。

【
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
】

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
学
生

○
形
式　

画
用
紙
八
つ
切
り
（　

・
４

３８

㎝
×　

・
２
㎝
）
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず

２７

る
大
き
さ
、
１
人
１
作
品

○
応
募　

絵
の
裏
に
タ
イ
ト
ル
・
住
所

・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別

・
学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
直
接
農
業
振
興
課
へ
。

※
詳
細
は
農
業
振
興
課
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
ま
た
、
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
作
品
を
ポ
ス
タ
ー
等
に
利
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇

○
応
募
締
切　

９
月　

日
（
消
印
有

１０

効
）

※
作
品
は
未
発
表
の
も
の
と
し
ま
す
。

※
応
募
作
品
の
著
作
権
は
町
田
市
太
陽

と
緑
の
ま
つ
り
祭
典
委
員
会
に
帰
属
し

ま
す
。

南
大
谷
子
ど
も
ク
ラ
ブ

う
き
う
き
サ
タ
デ
ー
ズ

【
〜
お
楽
し
み
マ
ド
レ
ー
ヌ
を
作
ろ
う

〜
】

　

何
が
で
て
く
る
か
お
楽
し
み
。
ミ
ニ

マ
ド
レ
ー
ヌ
を
作
ろ
う
�

○
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

○
日
時　

６
月　

日
（
土
）
午
後
２
時

１９

〜
３
時　

分
３０

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

１５

○
費
用　

２
５
０
円
（
当
日
徴
収
）

○
申
し
込
み　

６
月　

日
午
前　

時
か

１１

１０

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南
大
谷
子
ど
も

ク
ラ
ブ
（
11
７
３
９
・
６
７
９
１
）

へ
。

ひ
な
た
村

オ
リ
ジ
ナ
ル
創
作
童
話

募
集
し
て
い
ま
す

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
小
・
中

学
生
、
高
校
生
の
方

○
作
品　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
８

枚
以
内
（
Ｂ
４
縦
書
き
、
表
紙
別
）

※
応
募
作
品
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
と
し

ま
す
。

○
審
査
員　

映
画
監
督
・
大
林
宣
彦

氏
、
映
像
作
家
・
小
林
は
く
ど
う
氏

○
部
門　

小
学
校
低
学
年
の
部
、
小
学

校
高
学
年
の
部
、
中
学
校
・
高
等
学
校

の
部

○
応
募　

規
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
作
品
に
タ
イ
ト
ル
・
ペ

ー
ジ
・
名
前
を
明
記
し
て
、
３
部
（
コ

ピ
ー
可
）
を
９
月　

日
ま
で
（
消
印
有

１７

効
）
に
ひ
な
た
村
（
〒　

－

０
０
３

１９４

２
、
本
町
田
２
８
６
３
、
11
７
２
２
・

５
７
３
６
）
へ
。

※
応
募
用
紙
は
、
ひ
な
た
村
、
児
童
青

少
年
課
に
あ
り
ま
す
。
市
内
小
・
中
学

校
、
高
等
学
校
に
は
配
布
し
ま
す
。

○
表
彰　

町
田
市
長
賞
１
編
、
教
育
長

賞
１
編
、
ひ
な
た
村
賞
１
編
、
努
力
賞

５
編
（
部
門
別
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
が
で
ま

す
）
、
参
加
賞

※
発
表
表
彰
式
は
２
０
０
５
年
２
月
６

日
に
行
う
予
定
で
す
。

※
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
作
品
の
著
作
権
は
町
田
市
教
育
委
員

会
に
帰
属
し
ま
す
。

戦
没
者
の
遺
族
を
対
象
と
し
た

慰

霊

巡

拝

○
対
象　

慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
に
お

け
る
戦
没
者
の
遺
族
で
、
①
配
偶
者

（
再
婚
し
た
方
を
除
く
）
・
父
母
・
子

・
兄
弟
姉
妹
②
健
康
状
態
が
良
好
③
長

途
の
旅
行
に
耐
え
ら
れ
る
こ
と
④
原
則

と
し
て　

歳
以
下
の
方

８０

※
旅
費
の
う
ち
お
お
む
ね
３
分
の
１
を

国
が
補
助
し
ま
す
。

【
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
】

○
期
間　
　

月
６
日
（
水
）
〜　

日

１０

１３

（
水
）

○
旅
程　

成
田
空
港
発
〜
コ
ー
カ
ン
ド

周
辺
巡
拝
〜
カ
ガ
ン
周
辺
巡
拝
〜
タ
シ

ケ
ン
ト
周
辺
巡
拝
〜
現
地
追
悼
式

○
定
員　
　

人
程
度
（
全
国
）

２０

【
パ
ラ
オ
諸
島
】

○
期
間　
　

月
７
日
（
木
）
〜　

日

１０

１４

（
木
）

○
旅
程　

成
田
空
港
発
〜
コ
ロ
ー
ル
島

及
び
パ
ラ
オ
本
島
慰
霊
巡
拝
〜
パ
ラ
オ

洋
上
慰
霊
〜
ア
ン
ガ
ウ
ル
島
慰
霊
巡
拝

〜
合
同
追
悼
式
（
西
太
平
洋
戦
没
者
の

碑
前
）
〜
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
慰
霊
巡
拝
〜

在
パ
ラ
オ
共
和
国
日
本
大
使
館
表
敬

○
定
員　
　

人
程
度
（
全
国
）

２０

【
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
】

○
期
間　
　

月　

日
（
土
）
〜　

日

１１

２０

２７

（
土
）

○
旅
程　

１
班
（
マ
ダ
ン
方
面
）
＝
成

田
空
港
発
〜
マ
ダ
ン
周
辺
巡
拝
〜
ウ
エ

ワ
ク
周
辺
巡
拝
〜
ボ
イ
キ
ン
周
辺
巡
拝

▽
２
班
（
ポ
ポ
ン
デ
ッ
タ
方
面
）
＝
成

田
空
港
発
〜
ポ
ポ
ン
デ
ッ
タ
周
辺
巡
拝

〜
ラ
エ
周
辺
巡
拝
▽
１
・
２
班
合
同
＝

合
同
追
悼
式
（
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
没
者

の
碑
前
）

○
定
員　
　

人
程
度
（
全
国
）

４０

※
各
日
程
は
相
手
国
の
事
情
に
よ
り
、

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み　

申
込
書
（
福
祉
総
務
課

に
あ
り
ま
す
）
に
①
健
康
上
支
障
が
な

い
旨
の
医
師
の
証
明
書
②
戦
没
者
と
の

関
係
が
わ
か
る
戸
籍
謄
本
等
③
戦
没
者

の
死
亡
が
わ
か
る
も
の
（
戦
没
者
の
死

亡
記
事
の
あ
る
戸
籍
又
は
死
亡
公
報
）

を
添
え
て
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国

・
パ
ラ
オ
諸
島
は
７
月
９
日
ま
で
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
８
月　

日
ま
で
に

２０

東
京
都
福
祉
局
生
活
福
祉
部
計
画
課
援

護
係
（
11　

・
５
３
２
０
・
４
０
７

０３

６
）
へ
。

□問
 

福
祉
総
務
課
11
７
２
４
・
２
５
３
７

町
田
市
民
に
よ
る

相

模

原

市

の

施

設

見

学

会

　

今
年
度
第
１
回
目
の
相
模
原
市
の
施

設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
互
利
用
施
設
を
は
じ
め
、
隣
の
ま

ち
「
相
模
原
市
」
の
施
設
を
見
学
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象　

市
内
在
住
の
成
人

○
日
時　

６
月　

日
（
木
）
午
前
９
時

２４

〜
午
後
３
時　

分
４０

※
小
雨
実
施
。
中
止
の
場
合
は
電
話
で

連
絡
し
ま
す
。

○
コ
ー
ス　

市
民
ホ
ー
ル
横
観
光
バ
ス

暫
定
発
着
所
（
集
合
）
〜
北
清
掃
工
場

〜
相
模
原
北
公
園
〜
北
総
合
体
育
館
内

レ
ス
ト
ラ
ン
（
昼
食
）
〜
相
模
川
ビ
レ

ッ
ジ
若
あ
ゆ
〜
相
模
原
市
古
民
家
園
〜

市
民
ホ
ー
ル
横
観
光
バ
ス
暫
定
発
着
所

（
解
散
）

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

３３

○
費
用　

８
４
０
円
（
昼
食
代
）
、
弁

当
持
参
も
可

○
申
し
込
み　

６
月　

日
午
前
８
時　

１４

３０

分
か
ら
電
話
で
市
民
相
談
室
（
11
７
２

４
・
２
１
０
２
）
へ
。

　

山
形
県
川
西
町
の 
東
沢 
で
夏
休
み

ひ
が
し
ざ
わ

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

農
家
に
宿
泊
し
、
大
自
然
の
中
で

命
や
自
然
を
大
切
に
す
る
心
、
人
を

思
い
や
る
心
を
育
て
ま
す
。
地
元
の

小
学
校
へ
の
一
日
体
験
入
学
、
魚
釣

り
、
村
祭
り
な
ど
に
参
加
し
ま
す
。

○
対
象　

小
学
３
〜
５
年
生

○
期
間　

８
月
１
日
〜
５
日
（
４
泊

５
日
）

○
定
員　
　

人
程
度
（
抽
選
）

３０

○
費
用　

３
万
８
０
０
０
円
（
東
京

駅
か
ら
の
往
復
旅
費
、
滞
在
費
を
含

む
全
経
費
）

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
性
別
・
学
校
名
・
学
年
・
保
護

者
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
６

月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
東
沢
山
村

３０
留
学
協
力
会
事
務
局
（
〒　

－

０
１

９９９

５
１
、
山
形
県
東
置
賜
郡
川
西
町
大

字
大
舟
９
８
８－

４
、
川
西
町
立
東

沢
小
学
校
内
、
11
０
２
３
８
・　

・
４８

２
０
１
２
）
へ
。

※
実
施
主
体
は
東
沢
山
村
留
学
協
力

会
で
す
。

□問
 

社
会
教
育
課
11
７
２
４
・
２
７
５

６

お
申
し
出
下
さ
い
。



２００４．６．１１ （７）

●
商
工
会
議
所
の
お
知
ら
せ

　

問
い
合
わ
せ
は
同
会
議
所
（
11
７
２

２
・
５
９
５
７
）
へ
。

【
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

　

対
象
＝
文
字
入
力
、
フ
ァ
イ
ル
操
作

な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
が
で
き
る

方
／
日
程
＝
６
日
間
合
計　

時
間
が
基

１２

本
／
内
容
＝
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
の
基

礎
・
実
用
講
座
、
デ
ジ
カ
メ
入
門
講
座

な
ど
／
費
用
等
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
ま
た
同
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（h
ttp
:/
/
w
w
w
.m
a
c
h
id
a－
c
c
i.

o
r.jp
/

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【
ネ
ッ
ト
犯
罪
に
立
ち
向
か
う
！
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
基
礎
知
識
講
座
】

　

ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
の
現
状
と
自
己
防

衛
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ

う
／
日
時
＝
７
月
５
日
、
７
日
、
９
日

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分
／
会
場
＝

３０

３０

同
会
議
所
／
定
員
＝　

人
（
申
し
込
み

３０

順
）
／
費
用
＝
３
０
０
０
円
、
会
員

１
５
０
０
円
／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同

会
議
所
へ
。

【
司
法
書
士
に
よ
る
無
料
個
別
相
談

会
】

　

経
営
上
で
発
生
す
る
法
的
手
続
き
に

関
す
る
問
題
に
つ
い
て
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
／
日
時
＝
６
月　

日
午
前

１４

　

時
〜　

時　

分
／
会
場
＝
同
会
議
所

１０

１１

３０

／
相
談
員
＝
司
法
書
士
・
田
中
康
雅
氏

／
申
し
込
み
＝
電
話
で
同
会
議
所
へ
。

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
山
崎
地

区
母
親
手
作
り
教
室

　

絵
手
紙
作
り
を
通
し
て
、
子
育
て
の

悩
み
な
ど
を
持
つ
お
母
さ
ん
同
士
の

交
流
と
息
抜
き
の
時
間
を
提
供
し
ま
す

／
対
象
＝
市
内
在
住
の
幼
児
を
持
つ
お

母
さ
ん
で
３
回
出
席
で
き
る
方
／
保
育

あ
り
（
１
歳
６
か
月
以
上
の
幼
児
）
／

日
時
＝
７
月　

日
、　

日
、
８
月
５
日

２２

２９

（
全
３
回
）
午
前
９
時　

分
〜
正
午
／

３０

会
場
＝
木
曽
山
崎
セ
ン
タ
ー
／
定
員
＝

　

人
（
抽
選
）
／
費
用
＝
５
０
０
円
／

１５申
し
込
み
＝
６
月　

日
〜　

日
に
電
話

１１

１８

で
同
協
議
会
（
11
７
２
２
・
４
８
９

８
）
へ
。

●
町
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
町
田
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
「
２
０
０
４

夏
！
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

市
内
の
福
祉
施
設
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
協
力
し
、
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
を
実
施
し
ま
す
／
対
象
＝
中
学

生
〜　

歳
の
方
／
期
間
＝
７
月　

日
〜

３５

２０

８
月　

日
の
間
の
連
続
し
た
３
日
間
以

３１

上
／
費
用
＝
５
０
０
円
（
保
険
料
含

む
）
／
申
し
込
み
＝
資
料
（
６
月　

日
２４

か
ら
同
セ
ン
タ
ー
で
配
布
）
と
費
用
を

お
持
ち
に
な
り
、
い
ず
れ
か
の
日
程
で

事
前
説
明
会
に
お
い
で
下
さ
い
／
説
明

会
日
時
＝
７
月
９
日
、　

日
、　

日
午

１０

１１

前
９
時
及
び
午
後
１
時　

分
か
ら
（
９

３０

日
の
み
午
後
５
時　

分
か
ら
）
／
□問
 

同

３０

セ
ン
タ
ー
11
７
２
５
・
４
４
６
５

●
ご
存
じ
で
す
か
！
検
察
審
査
会

【
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
ご
協
力

を
！
】

　

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ

っ
た
の
に
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
裁
判

に
か
け
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不

服
を
持
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
「
検
察

審
査
会
」
が
あ
り
ま
す
。
費
用
は
無
料

で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

検
察
審
査
会
で
は　

人
の
審
査
員
が

１１

事
件
の
審
査
に
当
た
り
ま
す
。
審
査
員

は
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
の
中

か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
ま
す
。
審
査

員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、
国
民
の
代

表
と
し
て
こ
の
仕
事
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
／
□問
 

八
王
子
検
察
審
査
会
事

務
局
11
０
４
２
６
・　

・
５
１
９
５　

４２

●
町
田
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
・
食
事

サ
ー
ビ
ス
試
食
の
ご
案
内

　

夕
食
サ
ー
ビ
ス
を
試
し
て
み
ま
せ
ん

か
／
対
象
＝
市
内
在
住
の　

歳
以
上
の

６５

方
／
配
達
期
日
＝
６
月　

日
〜　

日
で

２１

２６

希
望
の
１
日
／
定
員
＝
１
日
５
世
帯

（
申
し
込
み
順
）
／
費
用
＝
８
５
０
円

／
申
し
込
み
＝
６
月　

日
〜　

日
の
午

１１

１８

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時
に
電
話
で
同

３０

協
会
（
11
７
２
８
・
９
０
６
７
）
へ
。

●
す
み
れ
保
育
園
・
保
育
士
募
集

　

資
格
＝
保
育
士
免
許
を
お
持
ち
の
方

／
□問
 

す
み
れ
保
育
園
11
７
２
３
・
３
２

２
９

●
ね
む
の
木
保
育
園
・
保
育
士
募
集

　

資
格
＝
保
育
士
免
許
を
お
持
ち
の
方

／
委
細
面
談
／
□問
 

ね
む
の
木
保
育
園
11

７
０
６
・
０
７
３
３

●
つ
る
か
わ
学
園
職
員
募
集

【
非
常
勤
生
活
支
援
ス
タ
ッ
フ
】

　

知
的
障
が
い
者
の
福
祉
施
設
（
入

所
）
で
、
生
活
支
援
及
び
介
護
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
／
資
格
＝　

歳
〜　

歳

２０

２５

の
方
（
福
祉
系
専
門
学
校
、
大
学
福
祉

系
学
部
卒
の
方
歓
迎
）
／
採
用
＝
随
時

／
勤
務
日
時
＝
週
５
日
、
１
日
８
時
間

（
早
番
・
遅
番
あ
り
）
／
□問
 

つ
る
か
わ

学
園
11
７
３
５
・
２
２
２
０

●
喫
茶
け
や
き
・
職
員
募
集

　

職
種
＝
①
レ
ジ
係
②
通
所
員
（
喫
茶

業
務
全
般
）
／
資
格
＝
①
身
体
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の　

歳
く
ら
い
ま
で
の

５０

方
②
愛
の
手
帳
を
お
持
ち
の　

歳
く
ら

３０

い
ま
で
の
方
で
、
自
主
通
勤
の
で
き
る

方
／
人
員
＝
①
１
人
②
１
〜
２
人
／
委

細
面
談
／
□問
 

喫
茶
け
や
き
１
号
店
11
７

２
８
・
８
０
６
２

継

続

研

修

会

【
親
子
で
楽
し
む
キ
ャ
ン
プ
実
技
】

　

様
々
な
形
で
子
ど
も
と
関
わ
っ
て
い

る
リ
ー
ダ
ー
（
ま
た
は
目
指
す
人
）
を

対
象
と
す
る
研
修
会
で
す
。

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１８○
日
時　

第
１
回
＝
６
月　

日
（
土
）、

１９

第
２
回
＝
６
月　

日
（
土
）
、
い
ず
れ

２６

も
午
後
１
時　

分
〜
５
時
（
１
回
の
み

３０

の
参
加
で
も
可
）

○
会
場　

ひ
な
た
村

○
定
員　
　

人
（
申
し
込
み
順
）

５０

○
内
容　

ま
き
割
り
、
野
外
料
理
、
竹

の
ク
ラ
フ
ト
ほ
か

○
費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
、
保
険

料
等
、
２
回
分
、
当
日
徴
収
）

※
１
回
の
み
の
参
加
も
同
額
で
す
。

○
申
し
込
み　

電
話
で
児
童
青
少
年
課

（
11
７
２
４
・
２
１
８
２
）
へ
。

子
ど
も
サ
ー
ク
ル
リ
ー
ダ
ー

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

○
対
象　

市
内
在
住
、
在
学
の
中
学

生
及
び
高
校
生

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

１１

か
ら
受
付
（
予
備
日
＝
７
月　

日
）

１８

○
会
場　

成
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

○
部
別　

中
学
の
部
男
女
、
高
校
の
部

男
女

※
各
部
と
も
学
年
別
と
し
、
学
年
が
異

な
る
ペ
ア
は
上
の
学
年
に
申
し
込
む
こ

と
。

ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
で

遊

ぼ

う

○
対
象　

５
〜　

歳
の
方

１２

○
日
時　

６
月　

日
（
日
）
午
前　

時

２０

１１

集
合

○
会
場　

陸
上
競
技
場

○
講
師　

町
田
市
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
コ
ー
チ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
「
ラ
グ
ビ
ー

ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
」
と
書
き
、
住
所
・

氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
６
月　

日
午
後
５
時
ま
で

１７

（
必
着
）
に
体
育
協
会
事
務
局
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会

○
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
３
年
生
以

上
の
親
子
と
中
学
２
年
生
ま
で
の
方

○
日
時　

７
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
午
後
３
時

○
種
目　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
個

人
戦

○
部
別　

①
小
学
生
と
親
の
ペ
ア
②
小

学
生
の
ペ
ア
③
中
学
生
の
ペ
ア

○
会
場　

サ
ン
町
田
旭
体
育
館

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
（
総

合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
）
ま
た
は
ハ
ガ

キ
に
「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
ポ
ー
ツ
大

会
申
し
込
み
」
と
書
き
、
ペ
ア
の
住
所

・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年
・
電
話
番

号
・
親
子
の
ペ
ア
は
子
ど
も
の
名
前
の

下
に
親
子
と
明
記
し
て
、
６
月　

日
午

２５

後
５
時
ま
で
（
必
着
）
に
体
育
協
会
事

務
局
へ
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
講
習
会

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

　

歳
以
上
の
方

１６

夏

季

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

大

会

○
資
格　

一
般
の
部
＝
①
市
内
在
住
、

在
勤
の　

歳
以
上
の
方
で
編
成
す
る
チ

１８

ー
ム
②　

歳
以
上
で
、
市
内
の
事
業
所

１８

ま
た
は
学
校
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
で
編
成
す

る
チ
ー
ム
▽
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
＝
市
内

在
住
の
既
婚
の
女
性
で
編
成
す
る
チ
ー

ム○
日
時　

６
月　

日
（
日
）
午
前
９
時

２７

か
ら
受
付

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
部
別　

一
般
男
子
、
同
女
子
の
部

（
共
に
６
人
制
）
、
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

（
９
人
制
）

○
費
用　

１
チ
ー
ム
４
５
０
０
円
（
連

盟
加
盟
の
チ
ー
ム
は
２
０
０
０
円
）

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
（
総

町
田
市
学
区
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

○
資
格　

市
内
の
小
学
校
ま
た
は
中
学

校
の
同
じ
校
区
に
居
住
す
る
既
婚
の
家

庭
婦
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

○
日
時　

７
月　

日
（
土
）
午
前
９
時

１７

　

分
か
ら
受
付

１０○
会
場　

総
合
体
育
館

○
チ
ー
ム
編
成　

監
督
、
コ
ー
チ
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
各
１
人
、
選
手　

人
以
内

１５

で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム

○
競
技
方
法　

９
人
制
、
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
リ
ー
グ
戦

○
参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

（
代
表
者
会
議
に
持
参
）

参
加
グ
ル
ー
プ
募
集

○
日
時　
　

月　

日
（
土
）
午
後
３
時

１１

２７

〜
５
時　

分
３０

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

競
技
を
し
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
体
操
、
お

よ
び
そ
れ
に
準
ず
る
も
の

○
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円

※
参
加
団
体
の
説
明
会
を
６
月　

日
２６

（
土
）
午
後
３
時
か
ら
行
い
ま
す
。

○
申
し
込
み　

ハ
ガ
キ
に
団
体
名
・
種

目
ま
た
は
内
容
を
書
き
、
代
表
者
住
所

・
代
表
者
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

６
月　

日
ま
で
（
必
着
）
に
ス
ポ
ー
ツ

２２

課
へ
。

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
課
11
７
２
４
・
３
４
４

０
、
町
田
市
リ
ズ
ム
運
動
サ
ー
ク
ル
11

７
３
４
・
１
２
９
０

○
費
用　

１
人
５
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

※
詳
細
は
大
会
要
項
を
参
照
下
さ
い
。

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
（
総

合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
）
に
記
入
し
、

７
月
２
日
午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）
に

体
育
協
会
事
務
局
へ
。

○
日
時　

６
月　

日
（
土
）
正
午
〜
午

２６

後
３
時

○
会
場　

総
合
体
育
館

○
内
容　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
上
達
法
そ

の
２
（
自
由
練
習
も
で
き
ま
す
）

※
貸
弓
具
を
希
望
の
方
は
事
前
に
電
話

で
町
田
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
（
11
７

３
４
・
０
３
２
１
）
へ
。

○
費
用　

２
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

□問
 

体
育
協
会
事
務
局

２
０
０
４
ま
ち
だ
体
操
祭

カ
ビ
の
季
節
で
す

�

問�（
社
）町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
７
２
３
・
２
１
４
７�

エ
ア
コ
ン
洗
浄

�

11

●
恵
泉
女
学
園
大
学
・
講
演
会
「
現
代

社
会
の
感
染
症
と
人
間
た
ち
」

　

日
時
＝
７
月　

日
午
後
１
時　

分
か

１７

３０

ら
（
午
後
１
時
開
場
）
／
会
場
＝
慶
應

大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
／
定
員
＝
１
５

０
人
（
申
し
込
み
順
）
／
申
し
込
み
＝

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
講
演
会
名
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

同
大
学
研
究
所
事
務
室
（
〒　

－

８
５

２０６

８
６
、
多
摩
市
南
野
２－

　

－

１
、
11

１０

０
４
２
・
３
７
６
・
８
３
３
２
、
6
０

４
２
・
３
７
６
・
８
２
１
８
）
へ
。

　

野
菜
や
果
物
の
皮
、
茶
が
ら
、
コ
ー

ヒ
ー
、
ハ
ー
ブ
、
ス
パ
イ
ス
な
ど
ゴ
ミ

と
し
て
捨
て
る
も
の
や
キ
ッ
チ
ン
に
あ

る
も
の
を
利
用
し
て
染
色
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
香
り
の
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
効

果
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
そ
し
て
染
色
で
ア

ー
ト
を
楽
し
み
、
そ
の
作
品
を
お
し
ゃ

れ
に
演
出
す
る
な
ど
楽
し
み
が
ひ
ろ
が

り
ま
す
。
家
事
に
疲
れ
た
と
き
、
ち
ょ

っ
と
癒
し
て
く
れ
る
体
に
や
さ
し
い
染

色
で
す
。

【
染
液
材
料
に
適
し
た
物
】

・
玉
ね
ぎ
・
み
か
ん
・
柴
芋
・
な
す
等

の
皮
・
黒
豆
の
煮
汁

・
茶
が
ら
（
緑
茶
、
紅
茶
、
コ
ー
ヒ

ー
、
ル
イ
ボ
ス
テ
ィ
ー
等
）

・
ハ
ー
ブ
類
（
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
、
し

そ
、
レ
モ
ン
バ
ー
ム
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

等
）

・
ス
パ
イ
ス
（
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
、
パ
プ

リ
カ
等
）

・
古
く
な
っ
た
ポ
プ
リ
や
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー

・
咲
き
終
わ
っ
た
花
び
ら
や
庭
の
枝

木
、
葉
（
び
わ
の
葉
、
よ
も
ぎ
等
）

【
染
め
布
】

・
シ
ル
ク
、
ウ
ー
ル
、
木
綿
な
ど
天
然

素
材
が
適
し
て
い
ま
す
。

【
媒
染
】

・
色
の
仕
上
が
り
、
発
色
を
良
く
し
ま

す
。
ミ
ョ
ウ
バ
ン
、
酢
、
鉄
さ
び
（
鉄

ク
ギ
を
酢
に
入
れ
て
お
き
、
う
わ
澄
み

を
使
用
）
等

【
基
本
的
な
染
色
方
法
】

・
草
木
↓
煮
込
む
↓
色
水
の
中
に
布
を

入
れ
さ
ら
に
煮
込
む
↓
水
洗
い
↓
陰
干

し
　

そ
の
日
の
条
件
で
色
合
い
が
違
っ
て

く
る
な
ど
微
妙
な
変
化
も
ま
た
楽
し
い

も
の
で
す
。

　

捨
て
れ
ば
た
だ
の
ゴ
ミ
と
な
る
も
の

が
も
う
一
度
主
役
に
生
き
返
り
ま
す
。

面
倒
な
野
菜
の
皮
む
き
も
楽
し
く
手
料

理
を
も
う
一
品
増
や
し
た
く
な
り
ま
す

よ
。

□問
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
11
７
２
５
・
８

８
０
５

キキ
ッッ
チチ
ンン
でで
楽楽
しし
むむ
草草
木木
染染

○
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
（
総

合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
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※
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了
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議
を
行
い
ま

す
。
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局



（８） ２００４．６．１１

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院　
　　　　（中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　せりがや会館　電話相談も
受け付け＝11７２９・５０７０）

６／

１１
金

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・金井・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　あけぼの病院　
　　　　（中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）

１２
土

○江戸川競艇開催（～１７日　○問 東京都六市競
艇事業組合11０３・３６５６・０６４１）
□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“市役所・森野線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）△

内科系　つくし野外科胃腸科
　　　　　　　　　　　（11０４２・７９５・５８２１）△

外科系　町田市民病院
　　　　　　　　　　　（11０４２・７２２・２２３０）
　　　　　あけぼの病院
　　　　　　　　　　　（11０４２・７２８・１１１１）
★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
稲垣耳鼻咽喉科医院
　　　（原町田６－２２－１５　11０４２・７２２・３１１５）

★当番医（午前９時～午後５時）△

森内小児科内科○小 ○内 
　　　　　　　　（南成瀬５－１－７　11７２２・３５０７）△

飯田内科クリニック○内 
　　　　　　　　　（森野１－３３－１２　11７２５・３８０１）△

石井医院○内 ○小 　　　　（成瀬５０２９　11７２３・５３０８）△

沼田医院○内 ○小 　　（鶴川６－２－１　11７３５・２０１９）△

泰生医院○内 ○小 　　（小山町２４７０－５　11７９７・７４２３）

１３
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　多摩丘陵病院
　　　（下小山田町１４９１　11０４２・７９７・１５１１）○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

○更生保護相談（１０時～４時　すみれ会館　○問 福祉総務課
　11７２４・２１３３）

１４
月

☆町田市フォトサロン「秋山庄太郎美術館」
企画市民展示室（～２０日　町田市役所互助
会写真部「第１２回町田市役所互助会写真部
作品展」　○問 町田市フォトサロン「秋山庄
太郎美術館」11７３６・８２８１）

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町谷原病院
　　　　　　（小川１５２３　11０４２・７９５・１６６８）○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）

○国税相談〈所得税・相続税など国税全般について〉（１
時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○心の悩みごと相談（１０時～３時　社会福祉協議会　電話
相談も受け付け＝11７２２・４２６５）

○痴ほう性老人相談（１時３０分～３時３０分　町田市福祉サ
ービス協会　電話予約制＝11７２８・９０６７）

○労働相談（９時３０分～４時３０分　東京都労働相談情報セ
ンター八王子事務所出張相談　森野分庁舎３階　電話相
談可＝11７２６・１３９４〈月～金〉）

１５
火

☆国際版画美術館市民展示室（～２０日　第三
回テンダーハウス、パッチワークサークル
展　○問 山田11７９１・２４５２）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　町田病院
　　　　　（木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○交通事故相談〈交通事故に関する様々な問題について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○介護に関する相談（１０時～３時　社会福祉協議会　電話
相談も受け付け＝11７２２・４２６５）

１６
水

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“高ケ坂・成瀬線”“市役所・森野線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　つくし野外科胃腸科
　　（つくし野３－４－８　11０４２・７９５・５８２１）

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○登記相談〈不動産や会社登記など登記全般について〉
（１時３０分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・
２１０２）
○社会福祉協議会・法律相談（社会福祉協議会　前週の木
・金曜日に電話で予約＝11７２２・４２６５）
○母性保健・母乳育児相談（１０時～正午、１時～３時　健
康福祉会館　助産師による相談　妊娠の計画に関する相
談可　乳房マッサージ要予約　電話相談も受け付け＝11 
７２５・５４１９）
○なんでも健康・栄養相談（９時１５分～１０時３０分　１時１５
分～３時　健康福祉会館　○問 健康課11７２５・５１７８）

１７
木

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“玉川学園・本町田線”

★救急当番医（内科系　午後７時～翌朝８時）
　あけぼの病院　
　　　　（中町１－１１－１１　11０４２・７２８・１１１１）

□移動図書館車「そよかぜ号」
１０時３０分：木曽学童保育クラブ前、小山観音谷

戸
２時　　：小山田桜台
２時１０分：忠生市営住宅隣接空地
３時１０分：シーアイハイツ町田、都営八幡平ア

パート

○法律相談（市民相談室　前週の金曜日に電話で予約）
○人権身の上相談〈人権侵害などの問題について〉（１時３０
分～４時　市民相談室　電話予約制＝11７２４・２１０２）

○心配ごと相談（１０時～３時　せりがや会館　電話相談も
受け付け＝11７２９・５０７０）

１８
金

☆市民ホールギャラリー（～２０日　第１２回墨
浦会書道展　○問 書道教室墨浦会11７２７・
００８４）

○京王閣競輪ナイター開催（～２０日　○問 東京
都 十 一 市 競 輪 事 業 組 合11０４２４・８９・
１３１１）

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“薬師台・木倉・緑山線”“藤の台・木曽
線”

★救急当番医（内科系　午後１時～翌朝８時）
　町田病院
　　　　　（木曽町１１２１　11０４２・７８９・０５０２）１９

土

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“中町・本町田線”“小山・相原線”

★救急病院（午前９時～翌朝９時）
　

△

内科系　鶴川サナトリウム病院
　　　　　　　　　　　（11０４２・７３５・２２２２）

　

△

外科系　多摩丘陵病院　
　　　　　　　　　　　（11０４２・７９７・１５１１）
　　　　　おか脳神経外科
　　　　　　　　　　　（11０４２・７９８・７３３７）
★休日歯科応急診療所＝健康福祉会館内
（午前９時～午後５時　受け付けは４時まで、事
前に電話で連絡を＝11０４２・７２５・５４１４）
★休日耳鼻咽喉科急患診療（午前９時～午後５時）
　はぎの耳鼻咽喉科
　　（玉川学園７－１－６　11０４２・７２８・８７３７）

★当番医（午前９時～午後５時）△

鈴木医院○内 　　　（小川１－１０－１１　11７９５・５８８４）△

川口内科クリニック○内 
　　　　　　　　　（中町１－３０－２４　11７２５・６２０６）△

岡田医院○内 　（玉川学園５－１－７　11７２７・６６６７）△

小林クリニック○内 ○小 
　　　　　　　　　　（能ヶ谷町１９１　11７３５・９９９０）△

糸永クリニック○内 
　　　　　　　　　（木曽町１１２５－４　11７９２・００２３）

２０
日

□高齢者福祉センター送迎バス「長寿号」
“図師・桜台線”“バスセンター・境川公
社住宅線”
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移動図書館車「そよかぜ号」は6月11日
～17日まで、蔵書点検のためお休みし
ます。○さるびあ図書館　 722・3768問� 11

電話・来所による児童相談�

子ども家庭支援センター�

月～金曜日、８時３０分～５時�
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